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新約聖書（ピレモンへの手紙）を読む四国大学紀要，A 49：55－69，2017
Bull.  Skikoku  Univ. A 49：55－69，2017
　本稿は2017年 1 月20日，四国大学古川キャンパス
における SUDAchi 講座で語った内容に修正・加筆
したものです。1 
スライド 1 ᪂⣙⪷᭩䠄䝢䝺䝰䞁䜈䛾ᡭ⣬䠅䜢ㄞ䜐
2017ᖺ1᭶20᪥
䛣䛣䛷౑䜟䜜䜛୺䛺⪷᭩䛿ཱྀㄒヂ᪂⣙⪷᭩䠄1954ᖺ∧䠅ヰ䛾ᴫ␎䠍䠊ෆᐜ䠎䠊䛯䛸䛘䠏䠊᪥䚻䛾⏕ά䛻㐺⏝
　先ず，全体を朗読しましょう。目と耳と口を使う
音読によって内容をよりよく理解することが期待で
きるからです。
スライド 2䝢䝺䝰䞁䝦䛾ᡭ⣬➨1❶
1:1䜻䝸䝇䝖䞉䜲䜶䝇䛾ᅃே䝟䜴䝻䛸඗ᘵ䝔䝰䝔䛛䜙䚸䜟䛯䛧䛯䛱䛾ឡ䛩䜛ྠປ⪅䝢䝺䝰䞁䚸 1:2ጜጒ䜰䝢䝲䚸䜟䛯䛧䛯䛱䛾ᡓ཭䜰䝹䜻䝫䚸䛺䜙䜃䛻䚸䛒䛺䛯䛾ᐙ䛻䛒䜛ᩍ఍䜈䚹
1:3䜟䛯䛧䛯䛱䛾∗䛺䜛⚄䛸୺䜲䜶䝇䞉䜻䝸䝇䝖䛛䜙䚸ᜨ䜏䛸ᖹᏳ䛸䛜䚸䛒䛺䛯䛜䛯䛻䛒䜛䜘䛖䛻䚹
1:4䜟䛯䛧䛿䚸♳䛾᫬䛻䛒䛺䛯䜢䛚䜌䛘䛶䚸䛔䛴䜒䜟䛯䛧䛾⚄䛻ឤㅰ䛧䛶䛔䜛䚹
1:5䛭䜜䛿䚸୺䜲䜶䝇䛻ᑐ䛧䚸䜎䛯䚸䛩䜉䛶䛾⪷ᚐ䛻ᑐ䛩䜛䛒䛺䛯䛾ឡ䛸ಙ௮䛸䛻䛴䛔䛶䚸⪺䛔䛶䛔䜛䛛䜙䛷䛒䜛䚹
1:6䛹䛖䛛䚸䛒䛺䛯䛾ಙ௮䛾஺䜟䜚䛜ᙉ䜑䜙䜜䛶䚸䜟䛯䛧䛯䛱䛾㛫䛷䜻䝸䝇䝖䛾䛯䜑䛻䛺䛥䜜䛶䛔䜛䛩䜉䛶䛾Ⰻ䛔䛣䛸䛜䚸▱䜙䜜䛶᮶䜛䜘䛖䛻䛺䛳䛶䜋䛧䛔䚹
1:7඗ᘵ䜘䚹䜟䛯䛧䛿䚸䛒䛺䛯䛾ឡ䛻䜘䛳䛶ከ䛟䛾႐䜃䛸៘䜑䛸䜢୚䛘䜙䜜䛯䚹⪷ᚐ䛯䛱䛾ᚰ䛜䚸䛒䛺䛯䛻䜘䛳䛶ຊ䛵䛡䜙䜜䛯䛛䜙䛷䛒䜛䚹
　
スライド 3㻝㻦㻤䛣䛖䛔䛖䜟䛡䛷䚸䜟䛯䛧䛿䚸䜻䝸䝇䝖䛻䛒䛳䛶䛒䛺䛯䛾䛺䛩䜉䛝஦䜢䚸䛝䜟䜑䛶⋡┤䛻ᣦ♧䛧䛶䜒䜘䛔䛸ᛮ䛖䛜䚸㻝㻦㻥䜐䛧䜝䚸ឡ䛾䜖䛘䛻䛚㢪䛔䛩䜛䚹䛩䛷䛻⪁ᖺ䛻䛺䜚䚸௒䜎䛯䜻䝸䝇䝖䞉䜲䜶䝇䛾ᅃே䛸䛺䛳䛶䛔䜛䛣䛾䝟䜴䝻䛜䚸㻝㻦㻝㻜ᤕ䜟䜜䛾㌟䛷⏘䜣䛰䜟䛯䛧䛾Ꮚ౪䜸䝛䝅䝰䛻䛴䛔䛶䚸䛒䛺䛯䛻䛚㢪䛔䛩䜛䚹 㻝㻦㻝㻝ᙼ䛿௨๓䛿䚸䛒䛺䛯䛻䛸䛳䛶↓┈䛺⪅䛷䛒䛳䛯䛜䚸௒䛿䚸䛒䛺䛯䛻䜒䚸䜟䛯䛧䛻䜒䚸᭷┈䛺⪅䛻䛺䛳䛯䚹㻝㻦㻝㻞ᙼ䜢䛒䛺䛯䛾䜒䛸䛻㏦䜚䛛䛘䛩䚹ᙼ䛿䜟䛯䛧䛾ᚰ䛷䛒䜛䚹㻝㻦㻝㻟䜟䛯䛧䛿ᙼ䜢㌟㏆䛻ᘬ䛝䛸䜑䛶䛚䛔䛶䚸䜟䛯䛧䛜⚟㡢䛾䛯䜑䛻ᤕ䜟䜜䛶䛔䜛㛫䚸䛒䛺䛯䛻௦䛳䛶௙䛘䛶䜒䜙䛔䛯䛛䛳䛯䛾䛷䛒䜛䚹㻝㻦㻝㻠䛧䛛䛧䚸䜟䛯䛧䛿䚸䛒䛺䛯䛾ᢎㅙ䛺䛧䛻䛿ఱ䜒䛧䛯䛟䛺䛔䚹䛒䛺䛯䛜ᙉไ䛥䜜䛶Ⰻ䛔⾜䛔䜢䛩䜛䛾䛷䛿䛺䛟䚸⮬Ⓨⓗ䛻䛩䜛䛣䛸䜢㢪䛳䛶䛔䜛䚹㻝㻦㻝㻡ᙼ䛜䛧䜀䜙䛟䛾㛫䛒䛺䛯䛛䜙㞳䜜䛶䛔䛯䛾䛿䚸䛒䛺䛯䛜ᙼ䜢䛔䛴䜎䛷䜒␃䜑䛶䛚䛟䛯䜑䛷䛒䛳䛯䛛䜒▱䜜䛺䛔䚹
スライド 4㻝㻦㻝㻢䛧䛛䜒䚸䜒䛿䜔ያ㞔䛸䛧䛶䛷䛿䛺䛟䚸ያ㞔௨ୖ䛾䜒䛾䚸ឡ䛩䜛඗ᘵ䛸䛧䛶䛷䛒䜛䚹䛸䜚䜟䛡䚸䜟䛯䛧䛻䛸䛳䛶䛭䛖䛷䛒䜛䛜䚸䜎䛧䛶䛒䛺䛯䛻䛸䛳䛶䛿䚸⫗䛻䛚䛔䛶䜒䚸୺䛻䛒䛳䛶䜒䚸䛭䜜௨ୖ䛷䛒䜝䛖䚹㻝㻦㻝㻣䛭䛣䛷䚸䜒䛧䜟䛯䛧䜢䛒䛺䛯䛾ಙ௮䛾཭䛸ᛮ䛳䛶䛟䜜䜛䛺䜙䚸䜟䛯䛧ྠᵝ䛻ᙼ䜢ཷ䛡䛔䜜䛶䜋䛧䛔䚹㻝㻦㻝㻤䜒䛧䚸ᙼ䛜䛒䛺䛯䛻ఱ䛛୙㒔ྜ䛺䛣䛸䜢䛧䛯䛛䚸䛒䜛䛔䛿䚸ఱ䛛㈇മ䛜䛒䜜䜀䚸䛭䜜䜢䜟䛯䛧䛾೉䜚䛻䛧䛶䛚䛔䛶䜋䛧䛔䚹㻝㻦㻝㻥䛣䛾䝟䜴䝻䛜ᡭ䛪䛛䜙䛧䜛䛩䚸䜟䛯䛧䛜䛭䜜䜢㏉῭䛩䜛䚹䛣䛾㝿䚸䛒䛺䛯䛜䚸䛒䛺䛯⮬㌟䜢䜟䛯䛧䛻㈇䛖䛶䛔䜛䛣䛸䛻䛴䛔䛶䛿䚸ఱ䜒ゝ䛖䜎䛔䚹㻝㻦㻞㻜඗ᘵ䜘䚹䜟䛯䛧䛿䛒䛺䛯䛛䜙䚸୺䛻䛒䛳䛶ఱ䛛┈䜢ᚓ䛯䛔䜒䛾䛷䛒䜛䚹䜟䛯䛧䛾ᚰ䜢䚸୺䛻䛒䛳䛶ຊ䛵䛡䛶䜒䜙䛔䛯䛔䚹㻝㻦㻞㻝䜟䛯䛧䛿䛒䛺䛯䛾ᚑ㡰䜢ሀ䛟ಙ䛨䛶䚸䛣䛾ᡭ⣬䜢᭩䛟䚹䛒䛺䛯䛿䚸☜䛛䛻䜟䛯䛧䛜ゝ䛖௨ୖ䛾䛣䛸䜢䛧䛶䛟䜜䜛䛰䜝䛖䚹
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スライド 5㻝㻦㻞㻞䛴䛔䛷䛻䛚㢪䛔䛩䜛䛜䚸䜟䛯䛧䛾䛯䜑䛻ᐟ䜢⏝ព䛧䛶䛚䛔䛶䜋䛧䛔䚹䛒䛺䛯䛜䛯䛾♳䛻䜘䛳䛶䚸䛒䛺䛯䛜䛯䛾ᡤ䛻⾜䛛䛫䛶䜒䜙䛘䜛䜘䛖䛻ᮃ䜣䛷䛔䜛䛾䛰䛛䜙䚹㻝㻦㻞㻟䜻䝸䝇䝖䞉䜲䜶䝇䛻䛒䛳䛶䚸䜟䛯䛧䛸ඹ䛻ᤕ䜟䜜䛾㌟䛻䛺䛳䛶䛔䜛䜶䝟䝣䝷䝇䛛䜙䚸䛒䛺䛯䛻䜘䜝䛧䛟䚹 㻝㻦㻞㻠䜟䛯䛧䛾ྠປ⪅䛯䛱䚸䝬䝹䝁䚸䜰䝸䝇䝍䝹䝁䚸䝕䝬䝇䚸䝹䜹䛛䜙䜒䚸䜘䜝䛧䛟䚹㻝㻦㻞㻡୺䜲䜶䝇䞉䜻䝸䝇䝖䛾ᜨ䜏䛜䚸䛒䛺䛯䛜䛯䛾㟋䛸ඹ䛻䛒䜛䜘䛖䛻䚹
　この手紙を読んで，読み取れるその目的は何で
しょうか。少なくとも 3 つの目的があるようです。
主要な第一の目的は，とりなしをすることです。と
りなしとは，対立する二者の間に入って，うまく折り
合いをつけること。仲裁。また，仲介という意味で
す。キリスト者はイエス・キリストに似た者とされ
ていくことが，地上における生活の一部になってい
ます。イエス・キリストは現在，天の父なる神の右
の御座におられ，とりなしの祈りをされています
（ローマ人への手紙 8章26節，34節）。地上における
キリスト者もこの神の御子キリストのように，とり
なしの祈りをすることが必要です。第二の目的は，
この手紙は，被害を受けた人に対して，その被害を
水に流して欲しいと頼むような調子のいいものでは
なく，被害の弁償を代わりにすると述べていること
です。第三の目的は，注意深く読むと，いくつかの
とりなしの祈りを依頼していることが読み取れます。
スライド 6䛣䛾ᡭ⣬䛾┠ⓗ
• ㏨ஸ䛧䛯ያ㞔䜢㉧䛧䛶䚸䜻䝸䝇䝖⪅䛾඗ᘵ䛸䛧䛶ཷ䛡ධ䜜䜛䜘䛖䛻䚸䝢䝺䝰䞁䛻䛸䜚䛺䛩䛣䛸䚹
• 䝻䞊䝬䛾ἲᚊ䛷䛿䚸✼┐䛿Ṛฮ䛻್䛧䛯䚹
• ┐䜎䜜䛯㔠䜢䝟䜴䝻⮬㌟䛜ᡶ䛖䛣䛸䛥䛘⏦䛧ฟ䛶䛔䜛䚹
• 䛔䛟䛴䛛䛾䛸䜚䛺䛧䛾♳䜚䜢㛫᥋ⓗ䛻䛚㢪䛔䛧䛶䛔䜛䜘䛖䛷䜒䛒䜛䚹ฟᡤ䠖Halley, Henry H. HALLEY’S BIBLE HANDBOOK. Michigan: Zondervan. 2007.pp.777-8.
 
　ハーレイの評価はスライド 7の通りです。「私（パ
ウロ）を受け入れるようにオネシモを受け入れて欲
しい」というくだりは感動的です。ピレモンとパウ
ロは主にある兄弟同士であるからこそ，パウロはこ
のような依頼ができるはずです。
スライド 7䛣䛾ᡭ⣬䛻ᑐ䛩䜛䝝䞊䝺䜲䛾ホ౯
• ♩൤䚸ᶵ▱䚸ឤ᝟䛾⣽䜔䛛䛥䛚䜘䜃ᐶᐜ䛾Ⅼ䛺䛹᏶඲䛺ᐆ▼䛸䜒ゝ䛖䜉䛝䜒䛾䛷䚸䛂⚾䜢㏄䛘䜛䜘䛖䛻䛃䜸䝛䝅䝰䜢ཷ䛡ධ䜜䜛䜘䛖䚸䝢䝺䝰䞁䛻ッ䛘䜛ඃ䛧䛥䛻䛚䛔䛶᭱㧗₻䛻㐩䛧䛶䛔䜛䚹
ฟᡤ䠖Halley, Henry H. HALLEY’S BIBLE HANDBOOK. Michigan: Zondervan. 2007.pp.778.
 
　それでは，この書簡の特徴について触れてみます。
先ず，この書簡は大原理について論じていません。
大原理という観点から，語るとすれば，キリスト教
の大原理の一つは赦しです。大原理の観点から手紙
の内容を展開するなら，神が人の罪を赦すように，
罪を悔い改めた兄弟の罪もあなたも赦すべきですと
いう主張を手紙で展開するかもしれませんが，その
ような大原理を手法的にこの手紙は用いていませ
ん。
スライド 8䝢䝺䝰䞁䜈䛾ᡭ⣬䛾≉ᚩ
• ኱ཎ⌮䜢ㄽ䛨䛶䛔䛺䛔
• 䜻䝸䝇䝖ᩍᚐ䛾䝰䝷䝹䛻䛴䛔䛶ヲ⣽䛺ㄝ᫂䜢䛧䛶䛔䛺䛔
• ᩍ఍䛻䛚䛔䛶䚸つᚊ䜢Ᏺ䜙䛫䜛䛸䛛䚸ᖖ㌶䜢㐓䛧䛯ഴྥ䜢᫝ṇ䛩䜛䛣䛸䜢┠ᣦ䛧䛶䛔䛺䛔
• ḟ䛾୕᭩䛿䝟䜴䝻䛜ᩍ఍䛾䛒䜚᪉䛾䛴䛔䛶ᣦ♧䛧䛶䛔䜛䛾䛷䛂∾఍᭩⡆䛃䛸࿧䜀䜜䜛䚹
• ➨୍䝔䝰䝔䜈䛾ᡭ⣬ ➨஧䝔䝰䝔䜈䛾ᡭ⣬ 䝔䝖䝇䜈䛾ᡭ⣬
• ➨ϩ䝶䝝䝛䛾ᡭ⣬䜔➨Ϫ䝶䝝䝛䛾ᡭ⣬䛸ྠᵝ䛺ಶேⓗ䛺ᡭ⣬
• ∾఍᭩⡆䛷䛒䜜䜀䚸ཷ䛡ྲྀ䛳䛯䜙䚸㞟఍䛷ㄞ䜏ୖ䛢䜙䜜䜛䛾䛰䛜䚸䛣䛾ᡭ⣬䛿බඹ䛾฼┈䛾ၥ㢟䜢ᢅ䛳䛶䛔䛺䛔䚹
• 䝟䜴䝻䛿䛚䛭䜙䛟኱㔞䛾ಶேⓗᡭ⣬䜢᭩䛔䛶䛸ᛮ䛘䜛䛜䚸䛺䛬䚸䛣䛾ಶேⓗᡭ⣬䛜⪷᭩䛾ṇ඾䛸䛺䛳䛯䛾䛛䚹
• ಶேⓗ䛺஦᯶䛻㛵䛩䜛ಶேⓗ䛺ᡭ⣬䛷䛒䜛䛜䚸⭾኱䛺㔜せᛶ䜢ᣢ䛴
• ே㢮䛾Ṕྐ䛸ྠ䛨䛟䜙䛔ྂ䛔ያ㞔ไᗘ䛻䛴䛔䛶ゐ䜜䛶䛔䜛䚹
• 䝟䜴䝻᭩⡆䛷䛿᭱䜒▷䛔
• ⣽䛔➹䛷᭩䛡䜀䚸ⴥ᭩䛻཰䜎䜛䛛䜒䛧䜜䛺䛔
• 䛣䛾᭩⡆䛻䛚䛡䜛ᚰ㓄䜚䛾ὶ䜜䛿䜋䜝䜚䛸䛥䛫䜙䜜䜛䛧䚸ၨⵚⓗ䛷䛒䜛䚹
• ⪷᭩䛾ཎ⌮䛾㔜せⅬ䛻ゐ䜜䜛┠ⓗ䛷᭩䛛䜜䛶䛔䛺䛔䚹
• ➨ϩ䝶䝝䝛䛾ᡭ⣬䛸➨Ϫ䝶䝝䝛䛾ᡭ⣬䜢㝖䛔䛶䚸௚䛾᭩䜘䜚䜒䚸ಶேⓗ䛺᭩䛷䛒䜛䛜䚸ᐉᩍ䜔ᩍ఍䛻䛴䛔䛶䜒ゐ䜜䛶䛔䜛䚹
• 䝢䝺䝰䞁䛜⤯ᑐⓗ䛺ἲⓗᶒ㝈䜢ᣢ䛴⚾ⓗ䛺஦᯶䛻㛵䛩䜛ᡭ⣬䛷䛒䜛
　
　スライド 9で，旧約聖書における奴隷の扱いと新
約聖書における奴隷の扱いについて，少し考察して
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みましょう。2　旧約聖書の幾つかの文脈では，奴
隷は家畜，金銀，その他と並んで金銭的価値の高い
財産の一部として記録されています（創世記12章16
節，20章14節，出エジプト記20章17節）。一方，新
約聖書では，奴隷をキリストにある兄弟として扱う
ように述べられています。
スライド 9䝢䝺䝰䞁䛾ᡭ⣬䛾≉ᚩᪧ⣙⪷᭩ ᪂⣙⪷᭩䠄䝢䝺䝰䞁䜈䛾ᡭ⣬䠅୺ே䛿䝻䞊䝬䛾ἲᚊ䜔䛔䜟䜖䜛䝰䞊䝉䛾ᚊἲ䛷ያ㞔䜢ᠬ䜙䛧䜑䜛ᶒ฼䜢ᣢ䛳䛯 ୺䜲䜶䝇䞉䜻䝸䝇䝖䛾ᜨ䜏䛾ዎ⣙䛻䜘䛳䛶୺ே䛸ያ㞔䛿䚸䜻䝸䝇䝖䛾య䛷䛾ឡ䛾㛵ಀ䛻ᑟ䛟᪂⣙⪷᭩䛾୰䛷ᚊἲ䛸ᜨ䜏䛾㐪䛔䜢䛣䜜䜋䛹䜎䛷䛻⨾䛧䛟ᥥ䛔䛶䛔䜛᭩⡆䛿䜋䛛䛻䛺䛔䛾䛷䛿䠛  
 　
　ピレモンへの手紙は，新約聖書の中では最も短い
書物であると言われています。旧約聖書ではオバデ
ヤ書が，最も短いのですが，前者はギリシャ語，後
者はヘブライ語で書かれていますから，どちらがよ
り短いかという比較はあまり意味がないでしょう。
ピレモンへの手紙はスライド 1枚（スライド10）に
十分収まります。
スライド10
䝢䝺䝰䞁䝦䛾ᡭ⣬➨1❶
1:1䜻䝸䝇䝖䞉䜲䜶䝇䛾ᅃே䝟䜴䝻䛸඗ᘵ䝔䝰䝔䛛䜙䚸䜟䛯䛧䛯䛱䛾ឡ䛩䜛ྠປ⪅䝢䝺䝰䞁䚸1:2ጜጒ䜰䝢䝲䚸䜟䛯䛧䛯䛱䛾ᡓ཭䜰䝹䜻䝫䚸䛺䜙䜃䛻䚸䛒䛺䛯䛾ᐙ䛻䛒䜛ᩍ఍䜈䚹
1:3䜟䛯䛧䛯䛱䛾∗䛺䜛⚄䛸୺䜲䜶䝇䞉䜻䝸䝇䝖䛛䜙䚸ᜨ䜏䛸ᖹᏳ䛸䛜䚸䛒䛺䛯䛜䛯䛻䛒䜛䜘䛖䛻䚹
1:4䜟䛯䛧䛿䚸♳䛾᫬䛻䛒䛺䛯䜢䛚䜌䛘䛶䚸䛔䛴䜒䜟䛯䛧䛾⚄䛻ឤㅰ䛧䛶䛔䜛䚹1:5䛭䜜䛿䚸୺䜲䜶䝇䛻ᑐ䛧䚸䜎䛯䚸䛩䜉䛶䛾⪷ᚐ䛻ᑐ䛩䜛䛒䛺䛯䛾ឡ䛸ಙ௮䛸䛻䛴䛔䛶䚸⪺䛔䛶䛔䜛䛛䜙䛷䛒䜛䚹1:6䛹䛖䛛䚸䛒䛺䛯䛾ಙ௮䛾஺䜟䜚䛜ᙉ䜑䜙䜜䛶䚸䜟䛯䛧䛯䛱䛾㛫䛷䜻䝸䝇䝖䛾䛯䜑䛻䛺䛥䜜䛶䛔䜛䛩䜉䛶䛾Ⰻ䛔䛣䛸䛜䚸▱䜙䜜䛶᮶䜛䜘䛖䛻䛺䛳䛶䜋䛧䛔䚹1:7඗ᘵ䜘䚹䜟䛯䛧䛿䚸䛒䛺䛯䛾ឡ䛻䜘䛳䛶ከ䛟䛾႐䜃䛸៘䜑䛸䜢୚䛘䜙䜜䛯䚹⪷ᚐ䛯䛱䛾ᚰ䛜䚸䛒䛺䛯䛻䜘䛳䛶ຊ䛵䛡䜙䜜䛯䛛䜙䛷䛒䜛䚹
1:8䛣䛖䛔䛖䜟䛡䛷䚸䜟䛯䛧䛿䚸䜻䝸䝇䝖䛻䛒䛳䛶䛒䛺䛯䛾䛺䛩䜉䛝஦䜢䚸䛝䜟䜑䛶⋡┤䛻ᣦ♧䛧䛶䜒䜘䛔䛸ᛮ䛖䛜䚸1:9䜐䛧䜝䚸ឡ䛾䜖䛘䛻䛚㢪䛔䛩䜛䚹䛩䛷䛻⪁ᖺ䛻䛺䜚䚸௒䜎䛯䜻䝸䝇䝖䞉䜲䜶䝇䛾ᅃே䛸䛺䛳䛶䛔䜛䛣䛾䝟䜴䝻䛜䚸 1:10ᤕ䜟䜜䛾㌟䛷⏘䜣䛰䜟䛯䛧䛾Ꮚ౪䜸䝛䝅䝰䛻䛴䛔䛶䚸䛒䛺䛯䛻䛚㢪䛔䛩䜛䚹1:11ᙼ䛿௨๓䛿䚸䛒䛺䛯䛻䛸䛳䛶↓┈䛺⪅䛷䛒䛳䛯䛜䚸௒䛿䚸䛒䛺䛯䛻䜒䚸䜟䛯䛧䛻䜒䚸᭷┈䛺⪅䛻䛺䛳䛯䚹1:12ᙼ䜢䛒䛺䛯䛾䜒䛸䛻㏦䜚䛛䛘䛩䚹ᙼ䛿䜟䛯䛧䛾ᚰ䛷䛒䜛䚹1:13䜟䛯䛧䛿ᙼ䜢㌟㏆䛻ᘬ䛝䛸䜑䛶䛚䛔䛶䚸䜟䛯䛧䛜⚟㡢䛾䛯䜑䛻ᤕ䜟䜜䛶䛔䜛㛫䚸䛒䛺䛯䛻௦䛳䛶௙䛘䛶䜒䜙䛔䛯䛛䛳䛯䛾䛷䛒䜛䚹1:14䛧䛛䛧䚸䜟䛯䛧䛿䚸䛒䛺䛯䛾ᢎㅙ䛺䛧䛻䛿ఱ䜒䛧䛯䛟䛺䛔䚹䛒䛺䛯䛜ᙉไ䛥䜜䛶Ⰻ䛔⾜䛔䜢䛩䜛䛾䛷䛿䛺䛟䚸⮬Ⓨⓗ䛻䛩䜛䛣䛸䜢㢪䛳䛶䛔䜛䚹1:15ᙼ䛜䛧䜀䜙䛟䛾㛫䛒䛺䛯䛛䜙㞳䜜䛶䛔䛯䛾䛿䚸䛒䛺䛯䛜ᙼ䜢䛔䛴䜎䛷䜒␃䜑䛶䛚䛟䛯䜑䛷䛒䛳䛯䛛䜒▱䜜䛺䛔䚹1:16䛧䛛䜒䚸䜒䛿䜔ያ㞔䛸䛧䛶䛷䛿䛺䛟䚸ያ㞔௨ୖ䛾䜒䛾䚸ឡ䛩䜛඗ᘵ䛸䛧䛶䛷䛒䜛䚹䛸䜚䜟䛡䚸䜟䛯䛧䛻䛸䛳䛶䛭䛖䛷䛒䜛䛜䚸䜎䛧䛶䛒䛺䛯䛻䛸䛳䛶䛿䚸⫗䛻䛚䛔䛶䜒䚸୺䛻䛒䛳䛶䜒䚸䛭䜜௨ୖ䛷䛒䜝䛖䚹1:17䛭䛣䛷䚸䜒䛧䜟䛯䛧䜢䛒䛺䛯䛾ಙ௮䛾཭䛸ᛮ䛳䛶䛟䜜䜛䛺䜙䚸䜟䛯䛧ྠᵝ䛻ᙼ䜢ཷ䛡䛔䜜䛶䜋䛧䛔䚹1:18䜒䛧䚸ᙼ䛜䛒䛺䛯䛻ఱ䛛୙㒔ྜ䛺䛣䛸䜢䛧䛯䛛䚸䛒䜛䛔䛿䚸ఱ䛛㈇മ䛜䛒䜜䜀䚸䛭䜜䜢䜟䛯䛧䛾೉䜚䛻䛧䛶䛚䛔䛶䜋䛧䛔䚹
1:19䛣䛾䝟䜴䝻䛜ᡭ䛪䛛䜙䛧䜛䛩䚸䜟䛯䛧䛜䛭䜜䜢㏉῭䛩䜛䚹䛣䛾㝿䚸䛒䛺䛯䛜䚸䛒䛺䛯⮬㌟䜢䜟䛯䛧䛻㈇䛖䛶䛔䜛䛣䛸䛻䛴䛔䛶䛿䚸ఱ䜒ゝ䛖䜎䛔䚹1:20඗ᘵ䜘䚹䜟䛯䛧䛿䛒䛺䛯䛛䜙䚸୺䛻䛒䛳䛶ఱ䛛┈䜢ᚓ䛯䛔䜒䛾䛷䛒䜛䚹䜟䛯䛧䛾ᚰ䜢䚸୺䛻䛒䛳䛶ຊ䛵䛡䛶䜒䜙䛔䛯䛔䚹
1:21䜟䛯䛧䛿䛒䛺䛯䛾ᚑ㡰䜢ሀ䛟ಙ䛨䛶䚸䛣䛾ᡭ⣬䜢᭩䛟䚹䛒䛺䛯䛿䚸☜䛛䛻䜟䛯䛧䛜ゝ䛖௨ୖ䛾䛣䛸䜢䛧䛶䛟䜜䜛䛰䜝䛖䚹1:22䛴䛔䛷䛻䛚㢪䛔䛩䜛䛜䚸䜟䛯䛧䛾䛯䜑䛻ᐟ䜢⏝ព䛧䛶䛚䛔䛶䜋䛧䛔䚹䛒䛺䛯䛜䛯䛾♳䛻䜘䛳䛶䚸䛒䛺䛯䛜䛯䛾ᡤ䛻⾜䛛䛫䛶䜒䜙䛘䜛䜘䛖䛻ᮃ䜣䛷䛔䜛䛾䛰䛛䜙䚹
1:23䜻䝸䝇䝖䞉䜲䜶䝇䛻䛒䛳䛶䚸䜟䛯䛧䛸ඹ䛻ᤕ䜟䜜䛾㌟䛻䛺䛳䛶䛔䜛䜶䝟䝣䝷䝇䛛䜙䚸䛒䛺䛯䛻䜘䜝䛧䛟䚹1:24䜟䛯䛧䛾ྠປ⪅䛯䛱䚸䝬䝹䝁䚸䜰䝸䝇䝍䝹䝁䚸䝕䝬䝇䚸䝹䜹䛛䜙䜒䚸䜘䜝䛧䛟䚹
1:25୺䜲䜶䝇䞉䜻䝸䝇䝖䛾ᜨ䜏䛜䚸䛒䛺䛯䛜䛯䛾㟋䛸ඹ䛻䛒䜛䜘䛖䛻䚹
 
　そこで，日本語でありますが，ハガキのサイズに
入れてみると，スライド11のようにそこに納まりま
す。
スライド 11
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䝢䝺䝰䞁䜈䛾ᡭ⣬䜢䝝䜺䜻䛾᭱ᑠ䝃䜲䝈䠄䠍䠐䝉䞁䝏䠴䠕䝉䞁䝏䠅䛻ධ䜜䜏䜛䛸
䠍䠐䝉䞁䝏
䠕䝉䞁䝏
　スライド12で，手紙の概略を見ます。
スライド12ᡭ⣬䛾ᴫ␎
• ័⩦ⓗ䛺ᡭ⣬䛾ᣵᣜ䠄䠍䡚䠏⠇䠅
• ಶேⓗឤㅰ䛸䝢䝺䝰䞁䛻㛵䛧䛶⪺䛔䛯䛣䛸䜢㢳䜏䛯♳䜚䠄䠐䡚䠓⠇䠅
• 䝢䝺䝰䞁䠄ᡭ⣬䛾ཷྲྀே䠅䛻䚸䜸䝛䝅䝰䚸ᨵ᐀⪅䜢⇕Ⅿ䛻ጤ䛽䚸䛭䛧䛶䚸䝟䜴䝻䛻ᑐ䛩䜛ឡ䛾୰䛷䚸䜸䝛䝅䝰䜢ཷ䛡ධ䜜䛶䜋䛧䛔䛸᠓㢪䛩䜛䠄8䡚12⠇䠅
• 䜸䝛䝅䝰䜢␃䜑䛶䛚䛝䛯䛔䛜䚸䝢䝺䝰䞁䛾ྠព䛺䛧䛻䛿䛭䛖䛧䛯䛟䛺䛔䠄13䡚14⠇䠅
• ୺䛾ᚚᡭ䛜䚸䜸䝛䝅䝰䜢ᨵ᐀䛥䛫䜛䛯䜑䛻䚸䝻䞊䝬䛻㐃䜜䛶䛔䛝䚸䛭䛧䛶䚸䛛䛴䛶䛾୺ே䛻ᑐ䛩䜛䜻䝸䝇䝖䛻䛒䜛඗ᘵ䛻䛺䛳䛯䛣䛸䜢♧၀䠄15䡚17⠇䠅
• 䝟䜴䝻䛿䜸䝛䝅䝰䛜䝢䝺䝰䞁䛻䛧䛯䛛䜒䛧䜜䛺䛔ᝏ䜢ṇ䛭䛖䛸㏙䜉䜛䠄18䡚19⠇䠅
• ྔ䛘䛶䜒䜙䛘䜛䛸䛔䛖⮬ಙ䛾⾲⌧䛸ྜ䜟䛫䛶䚸䜒䛖୍ᗘせᮃ䜢㏙䜉䜛䠄20䡚21⠇䠅
• 䝢䝺䝰䞁䛾䛸䛣䜝䛻ゼၥ䛧䛯䛔䛣䛸䜢♧၀䠄22⠇䠅
• ᣵᣜ䜢䜒䛳䛶ᡭ⣬䜢⤖䜆䠄23䡚25⠇䠅
　オネシモはパウロが獄中で書いた書簡を運んだこ
とが下の表（スライド13）から分かります。つまり，
オネシモは役立つ僕の働きをしています。新約聖書
のパウロの書簡のうち，『ピリピ人への手紙』『コロ
サイ人への手紙』『ピレモンへの手紙』『エペソ人へ
の手紙』の 4つにはパウロが獄中で書いた事情が示
されているので，これらを総称して獄中書簡といい
ます。 
　ローマの獄中からピレモンへの手紙は書かれまし
た。ほぼ同時にコロサイ人への手紙とエペソ人への
手紙も書かれています。
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蔵谷哲也
スライド13䜸䝛䝅䝰䛿䝟䜴䝻䛾᭩⡆䜢㐠䜣䛰⊹୰᭩⡆㏦௜⪅䛿 ⴭ⪅䠖ᅃே䞉䝟䜴䝻䜶䝨䝋ே䜈䛾ᡭ⣬ 䝔䜻䝁䠄Tychicus)䛸䜸䝛䝅䝰(Onesimus)䠖6❶21⠇䠗䝁䝻䝃䜲ே䜈䛾ᡭ⣬4❶7~9⠇䠅 3❶1⠇䚸4❶1⠇䚸6❶20⠇䝁䝻䝃䜲ே䜈䛾ᡭ⣬ 䝔䜻䝁䠄Tychicus)䛸䜸䝛䝅䝰(Onesimus)䠖䝁䝻䝃䜲ே䜈䛾ᡭ⣬4❶
7~9⠇䠅 4❶18⠇䝢䝸䝢ே䜈䛾ᡭ⣬ 䜶䝟䝣䝻䝕䝖䠄Ephaphroditus)2❶25⠇ 1❶13⠇䝢䝺䝰䞁䜈䛾ᡭ⣬ 䝔䜻䝁䠄Tychicus)䛸䜸䝛䝅䝰(Onesimus)䠖10~12⠇䠗䝁䝻䝃䜲ே䜈䛾ᡭ⣬4❶7~9⠇䠅 1❶10⠇
　スライド14は誰に宛てられた手紙であるかです。
複数の名称が挙げられています。
スライド14
1:1䜻䝸䝇䝖䞉䜲䜶䝇䛾ᅃே䝟䜴䝻䛸඗ᘵ䝔䝰䝔䛛䜙䚸䜟䛯䛧䛯䛱䛾ឡ䛩䜛ྠປ⪅䝢䝺䝰䞁䚸 1:2ጜጒ䜰䝢䝲䚸䜟䛯䛧䛯䛱䛾ᡓ཭䜰䝹䜻䝫䚸䛺䜙䜃䛻䚸䛒䛺䛯䛾ᐙ䛻䛒䜛ᩍ఍䜈䚹䠍䠖䠍䠉䠎 ᡭ⣬䛾ᐄྡᐄྡ䠖 䝢䝺䝰䞁䚸䜰䝢䝲䚸䜰䝹䜻䝫 䛒䛺䛯䛾ᐙ䛻䛒䜛ᩍ఍᥎ᐃ䛷䛒䜚䚸ᙉຊ䛺᰿ᣐ䛿䛺䛔䛜䚸䝢䝺䝰䞁䛿ኵ䠄䛚䛭䜙䛟ᐙ䛾ᩍ఍䛾∾ᖌ䠅䚸䜰䝢䝲䛿䛭䛾ጔ䚸䜰䝹䜻䝫䛿ᙼ䜙䛾ᜥᏊ䛷䛿䛺䛔䛛䠛 䜰䝹䜻䝫䛿䜟䛯䛧䛯䛱䛾ᡓ཭䛸䝟䜴䝻䛛䜙࿧䜀䜜䛶䛔䜛䚹䛴䜎䜚䚸୺䛾㌷㝲䠄ᐉᩍ䛾ാ䛝䜢䛩䜛ே䛯䛱䛾㞟ྜ䠅䛻䛚䛡䜛ᡓ཭䛸䛧䛶䜋䜑䛯䛯䛘䛶䛔䜛䚹䛸䛿䛔䛘䚸䛣䛾ᡭ⣬䛿୺䛻䝢䝺䝰䞁䛻ᐄ䛶䜙䜜䛯䜒䛾䚹䜸䝛䝅䝰䛾ᑗ᮶䛿䚸䝢䝺䝰䞁䛻䜘䜚ᕥྑ䛥䜜䚸䜸䝛䝅䝰䛾ᑗ᮶䛿䚸䛣䛾ᐙ᪘䛸䛭䛣䛾ᐙ䛾ᩍ఍䛻ᙳ㡪䜢୚䛘䜛䛯䜑䛻䚸ᐄྡ䛸䛧䛶ཧ↷䛥䜜䛶䛔䜛䛸⪃䛘䜙䜜䜛䚹䛒䛺䛯䛾ᐙ䛻䛒䜛ᩍ఍䛸䛿䚸ಶேⓗఫᒃ䛻䛚䛔䛶䚸♩ᣏ䛾䛯䜑䛻㞟ྜ䛩䜛䛣䛸䜢⩦័䛸䛩䜛ᩍ఍䛾䛣䛸䚹
　スライド15ではイエス・キリストの使徒であるパ
ウロが。自分を囚人と称することに関する考察です。
スライド15
1:1䜻䝸䝇䝖䞉䜲䜶䝇䛾ᅃே䝟䜴䝻䛸඗ᘵ䝔䝰䝔䛛䜙䚸䜟䛯䛧䛯䛱䛾ឡ䛩䜛ྠປ⪅䝢䝺䝰䞁䚸 1:2ጜጒ䜰䝢䝲䚸䜟䛯䛧䛯䛱䛾ᡓ཭䜰䝹䜻䝫䚸䛺䜙䜃䛻䚸䛒䛺䛯䛾ᐙ䛻䛒䜛ᩍ఍䜈䚹䠍䠖䠍䠉䠎 䝟䜴䝻䛾⫪᭩䠖ᅃே䝟䜴䝻䛿⮬ศ⮬㌟䜢䚸౑ᚐ䚸䛧䜒䜉䛸⛠䛩䜛䜘䜚䜒䚸ᅃே䛸࿧䜣䛷䛔䜛䚹䛺䛬䚸ᅃே䛸࿧䜆䛾䛛䠛䐟ㅬ㐯䛥䜢♧䛧䚸8䠈9䠈14⠇䛷᫂♧䛥䜜䜛䜒䛾䜢ணᮇ䛥䛫䜛䛯䜑䛷䛒䜛䚹䝟䜴䝻䛿䝢䝺䝰䞁䛻࿨௧䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛺䛔䛧䚸䛭䛾Ẽ䜒䛺䛔䚹䝟䜴䝻䛿⮬Ⓨⓗ䛺ᚑ㡰䛸䛒䜛⛬ᗘ䛾៯䜏䛻౫Ꮡ䛧䛶䛔䜛䛾䛷䛒䜛䚹䛒䜛≉ู䛺✀㢮䛾䝥䝺䝑䝅䝱䞊䜢䛛䛡䛶䛔䜛䚹∼⊹䛾୰䛷䚸㙐䛻⧅䛜䜜䛯ᡭ䛷᭩䛛䜜䛯ᡭ⣬䜢䝢䝺䝰䞁䛜༷ୗ䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䛷䛒䜝䛖䛛䠛䐡ᅃ䜟䜜䛾㌟䛷䛒䜛䝟䜴䝻䛾ᚸ⪏䛿䚸䜸䝛䝅䝰䛜㏫ቃ䛻䛚䛔䛶䛔䛛䛻⏕䛝ᘏ䜃䜛䛛䛻㛵䛩䜛୍䛴䛾౛䛻䛺䛳䛶䛔䜛䛛䜒䛧䜜䛺䛔䚹䐠ᅃே䛾≧ἣ䛸ἲⓗ❧ሙ䛿ያ㞔䛾≧ἣ䛸ἲⓗ❧ሙ䛻㏆䛔䜒䛾䛷䛒䜛䚹ᡓத䛾ᤕ⹭䛿ᕷሙ䛷኎䜙䜜䚸ያ㞔䛸䛺䛳䛯䚹⮬ศ⮬㌟䜢ᅃே䛸࿧䜆䛣䛸䛻䜘䛳䛶䚸ያ㞔䛷䛒䜛䜸䝛䝅䝰䛸᏶඲䛺㐃ᖏ䜢ᣢ䛴㐨䜢㛤䛔䛶䛔䜛䚹䜸䝛䝅䝰䛿䝟䜴䝻⮬㌟䛾ᚰ䛷䛒䜚䚸䜸䝛䝅䝰䜢ཷ䛡ධ䜜䜛䛣䛸䛿䚸䝟䜴䝻⮬㌟䜢ཷ䛡ධ䜜䜛䛣䛸䛻➼䛧䛔䛸ᐉゝ䛧䛶䛔䜛䠄12⠇䠅䚹
　スライド16では，キリスト・イエスの囚人という
肩書の意味合いを考察します。
スライド16
1:1䜻䝸䝇䝖䞉䜲䜶䝇䛾ᅃே䝟䜴䝻䛸඗ᘵ䝔䝰䝔䛛䜙䚸䜟䛯䛧䛯䛱䛾ឡ䛩䜛ྠປ⪅䝢䝺䝰䞁䚸 1:2ጜጒ䜰䝢䝲䚸䜟䛯䛧䛯䛱䛾ᡓ཭䜰䝹䜻䝫䚸䛺䜙䜃䛻䚸䛒䛺䛯䛾ᐙ䛻䛒䜛ᩍ఍䜈䚹䠍䠖䠍䠉䠎 䝟䜴䝻䛾⫪᭩䠖䜲䜶䝇䞉䜻䝸䝇䝖䛾ᅃே༢䛺䜛ᅃே䛷䛿䛺䛟䚸䜲䜶䝇䞉䜻䝸䝇䝖䛾ᅃே䚹䝴䝎䝲ே䛾⋤䛾䛸䜚䛣䛷䛒䜛䚹䝴䝎䝲ே䛾⋤䛸䛿䚸ᪧ⣙⪷᭩䛷䛿Ἔὀ䛜䜜䛯⪅䠄䝯䝅䜰䠗ᩆୡ୺䠅䛾䛣䛸䛩䛺䜟䛱䚸䜲䜶䝇䞉䜻䝸䝇䝖䛸⚟㡢䛜䝟䜴䝻䜢ᅃ䜟䜜ே䛸䛩䜛ᶒ㝈䛷䛒䜛䚹䝟䜴䝻䛿⮬ศ⮬㌟䛾䛣䛸䜢௨ୗ䛾䜘䛖䛻࿧⛠䛩䜛䚹䛂୺䛾ᅃே䠄䜶䝨䝋ே䜈䛾ᡭ⣬4:1)䛃䛂⚟㡢䛾䛯䜑䛻ᅃ䜟䜜䛶䛔䜛䠄䝢䝺䝰䞁䜈䛾ᡭ⣬13⠇䠅䛃䛂⪷㟋䛻⦡䜙䜜䛶䠄౑ᚐ䛾ാ䛝20❶22⠇䠅䛃䝟䜴䝻䛾ᤕᅃ䛾㌟䛸䛿䠎䛴䛾ᛶ㉁䜢ᣢ䛴䠍 䛣䛾ୡ䛻䛚䛔䛶ᅃ䜟䜜䛾㌟䠎 䛣䛾ୡ䛾䜒䛾䛷䛿䛺䛔⋤ᅜ䛻᰿ᕪ䛧䛯ᅃ䜟䜜䛾㌟
　スライド17 では，なぜキリスト・イエスの囚人
なのかを説明するものです。
スライド17䠍䠖䠍䠉䠎 䛺䛬䝟䜴䝻䛜䜲䜶䝇䞉䜻䝸䝇䝖䛾ᅃே䛺䛾䛛䜢⪷᭩䛷ぢ䜛䛸䐟䝟䜴䝻䛜䜶䝹䝃䝺䝮䛻⾜䛝䚸䛭䛣䛷䜻䝸䝇䝖䞉䜲䜶䝇䜢ᐉ䜉ఏ䛘䛯䛯䜑䛻䚸䝻䞊䝬䛾༓ே㝲㛗䛻䜘䛳䛶ಖㆤ䛥䜜䚸␃⨨䛥䜜䛯䚹䐠䛭䛧䛶ᔒ䛻䜘䛳䛶㐼㞴䛧䛭䛖䛻䛺䛳䛯⯪䛻஌䜚䚸䛭䛧䛶䚸䝻䞊䝬䛻䛶䚸ⓚᖇ䝛䝻䛾๓䛻ฟ䜛䛾䜢ᚅ䛳䛶䛔䜎䛩䚹ᙼ䛜䜎䛰䜶䝹䝃䝺䝮䛻䛔䜛᫬䛻䚸୺䛜䚸䛂䛒䛺䛯䛿䚸䜶䝹䝃䝺䝮䛷䜟䛯䛧䛾䛣䛸䜢䛒䛛䛧䛧䛯䜘䛖䛻䚸䝻䞊䝬䛷䜒䛒䛛䛧䜢䛧䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔䚹䠄౑ᚐ䠎䠏䠖䠍䠍䠅䛃䛸ゝ䜟䜜䛯䚹䝟䜴䝻䛿䚸ἲᘐ䛻䛶⿕࿌ே䛸䛧䛶䜹䜶䝄䝹䛾๓䛻❧䛴䛾䛰䛜䚸䛭䜜䛿䚸䜲䜶䝇䞉䜻䝸䝇䝖䜢ド䛧䛩䜛䛯䜑䛻❧䛴䚹䛰䛛䜙䚸䝟䜴䝻䛿䚸⮬ศ䛿䝻䞊䝬䛾ᅃே䛷䛿䛺䛟䚸䜻䝸䝇䝖䞉䜲䜶䝇䛾ᅃே䛷䛒䜛䚹䛺䛬䚸䜲䜶䝇䞉䜻䝸䝇䝖䛾ᅃே䛺䛾䛛䜢⪷᭩䛾ᩥ⬦䛷ぢ䜛䛸
　この手紙はパウロ書簡と呼ばれていますが，差出
人はパウロとテモテとなっています。なぜなのかそ
のことを考察します。
― 59 ―
新約聖書（ピレモンへの手紙）を読む
スライド18
1:1䜻䝸䝇䝖䞉䜲䜶䝇䛾ᅃே䝟䜴䝻䛸඗ᘵ䝔䝰䝔䛛䜙䚸䜟䛯䛧䛯䛱䛾ឡ䛩䜛ྠປ⪅䝢䝺䝰䞁䚸 1:2ጜጒ䜰䝢䝲䚸䜟䛯䛧䛯䛱䛾ᡓ཭䜰䝹䜻䝫䚸䛺䜙䜃䛻䚸䛒䛺䛯䛾ᐙ䛻䛒䜛ᩍ఍䜈䚹䠍䠖䠍䠉䠎 ᡭ⣬䛾ᕪฟே඗ᘵ䝔䝰䝔䛿ඹྠᕪฟே䛷䛒䜛䛛䠛➨Ϩ䚸➨ϩ䝔䝃䝻䝙䜿ே䜈䛾ᡭ⣬䚸➨ϩ䝁䝸䞁䝖ே䜈䛾ᡭ⣬䚸䝢䝸䝢ே䜈䛾ᡭ⣬䚸䝁䝻䝃䜲ே䜈䛾ᡭ⣬䚸䝢䝺䝰䞁䜈䛾ᡭ⣬䛾ඹྠᕪฟே䛸䛧䛶ゝཬ䛥䜜䛶䛔䜛䚹䝢䝺䝰䞁䜈䛾ᡭ⣬䛷䛿䚸4⠇䛛䜙ጞ䜎䛳䛶䚸⚾䠄୍ே⛠䠅䛷ᡭ⣬䛜᭩䛛䜜䛶䛔䜛䚹䛯䛰䛧
6⠇䛿㝖䛟䚹䛩䛺䜟䛱䚸ඹྠᕪฟே䛸䛧䛶ゝཬ䛥䜜䛯ᚋ䛷䚸䝔䝰䝔䛾䛣䛸䛿ᛀ䜜䜙䜜䛯䜘䛖䛻ぢ䛘䜛䚹䛧䛛䛧䛺䛜䜙䚸䝟䜴䝻䛿䝢䝺䝰䞁䛻ᑐ䛧䛶ఱ䜢᭩䛟䛛䛸䛔䛖ᐇ㉁䛻䛴䛔䛶䚸䝔䝰䝔䛸䚸䛒䜛⛬ᗘヲ⣽䛻ㄽ䛨䛯䛸䛔䛖ྍ⬟ᛶ䛜䛒䜛䚹䜒䛧䛭䛖䛺䜙䚸䝢䝺䝰䞁䜈䛾ᡭ⣬䛿䚸඗ᘵ㐩䛻ᐄ䛶䜙䜜䠄䠎䠈䠓䠈䠎䠌⠇䠅䚸඗ᘵ㛫䛾ྜព䛛䜙⏕䜎䜜䛯䜒䛾䛷䛒䜚䚸඗ᘵឡ䜢せồ䛧䛶䛔䜛䚹
　スライド19では，単なる想像ですが，テモテが手
紙の差出人の一人になっている別の理由を考えてみ
ました。
スライド19
1:1䜻䝸䝇䝖䞉䜲䜶䝇䛾ᅃே䝟䜴䝻䛸඗ᘵ䝔䝰䝔䛛䜙䚸䜟䛯䛧䛯䛱䛾ឡ䛩䜛ྠປ⪅䝢䝺䝰䞁䚸䠍䠖䠍 ᡭ⣬䛾ᕪฟே䝟䜴䝻᭩⡆䛸ゝ䜟䜜䛶䛔䜛䛜䚸䝔䝰䝔䛾ྡ๓䛜䛺䛬ᕪฟே䛾䜘䛖䛻ิグ䛥䜜䛶䛔䜛䛾䛛䠛䝟䜴䝻䜢ⴭ⪅䛸䛧䚸䜒䛧䛛䛧䛯䜙䝔䝰䝔䛜ཱྀ㏙➹グ䛾➹グ⪅䜢ᢸᙜ䛧䛯䛛䜒䛧䜜䛺䛔䚹
　スライド20では，参考として，いわゆるパウロ書
簡の差出人が誰になっているかを示しています。
スライド20ཧ⪃䠖䝟䜴䝻᭩⡆䛾ᕪฟே䛸䛿䠛
• 䝻䞊䝬ே䜈䛾ᡭ⣬1:1䛂䝟䜴䝻䛛䜙䛃
• ➨1䝁䝸䞁䝖ே䜈䛾ᡭ⣬1:1䛂䝟䜴䝻䛸඗ᘵ䝋䝇䝔䝛䛛䜙䛃
• ➨2䝁䝸䞁䝖ே䜈䛾ᡭ⣬1:1䛂䝟䜴䝻䛚䜘䜃඗ᘵ䝔䝰䝔䛛䜙䛃
• 䜺䝷䝔䝲ே䜈䛾ᡭ⣬1:1䛂䝟䜴䝻……䛚䜘䜃䛩䜉䛶䛾඗ᘵ䛯䛱䛛䜙䛃
• 䜶䝨䝋ே䜈䛾ᡭ⣬1:1䛂䝟䜴䝻䛛䜙䛃
• 䝢䝸䝢ே䜈䛾ᡭ⣬1:1䛂䝟䜴䝻䛸䝔䝰䝔䛛䜙䛃
• ➨1䝔䝃䝻䝙䜿ே䜈䛾ᡭ⣬1:1䛂䝟䜴䝻䚸䝅䝹䝽䝜䚸䝔䝰䝔䛛䜙䛃
• ➨2䝔䝃䝻䝙䜿ே䜈䛾ᡭ⣬1:1䛂䝟䜴䝻䚸䝅䝹䝽䝜䚸䝔䝰䝔䛛䜙䛃
• ➨1䝔䝰䝔䜈䛾ᡭ⣬1:1䛂䝟䜴䝻䛛䜙䛃
• ➨2䝔䝰䝔䜈䛾ᡭ⣬1:1䛂䝟䜴䝻䛛䜙䛃
• 䝔䝖䝇䜈䛾ᡭ⣬1:1䛂䝟䜴䝻䛛䜙䛃
• 䝢䝺䝰䞁䜈䛾ᡭ⣬1䛂䝟䜴䝻䛸඗ᘵ䝔䝰䝔䛛䜙䛃
• 䝁䝻䝃䜲ே䜈䛾ᡭ⣬1:1䛂䝟䜴䝻䛸඗ᘵ䝔䝰䝔䛛䜙䛃
　スライド21では，手紙の受取人であるピレモンと
手紙の差出人パウロの関係についてみています。
スライド21
1:1䜻䝸䝇䝖䞉䜲䜶䝇䛾ᅃே䝟䜴䝻䛸඗ᘵ䝔䝰䝔䛛䜙䚸䜟䛯䛧䛯䛱䛾ឡ䛩䜛ྠປ⪅䝢䝺䝰䞁䚸 1:2ጜጒ䜰䝢䝲䚸䜟䛯䛧䛯䛱䛾ᡓ཭䜰䝹䜻䝫䚸䛺䜙䜃䛻䚸䛒䛺䛯䛾ᐙ䛻䛒䜛ᩍ఍䜈䚹䠍䠖䠍䠉䠎 ྠປ⪅䝢䝺䝰䞁ྠປ⪅䠄䝢䝺䝰䞁䠅䛸౑ᚐ䠄䝟䜴䝻䠅䛾ᶵ⬟ୖ䛾㐪䛔䛸䛿౑ᚐ䝟䜴䝻䛿ྠປ⪅䝢䝺䝰䞁䛻ᑐ䛧䛶࿨௧䛩䜛ᶒጾ䜢䜒䛴䚹䛭䛾⫼ᬒ䠖䐟౑ᚐ䝟䜴䝻䛿࿨௧䜢ୗ䛩ᶒጾ䜢ᣢ䛴䠄8⠇䠅䐠䝢䝺䝰䞁䛿䝟䜴䝻䛾㟋ⓗ䛺Ꮚ౪䠄䝢䝺䝰䞁䛿䝟䜴䝻䜢㏻䛧䛶ᩆ䛔䛻ᑟ䛛䜜䛯䠄䠍䠕⠇䠅䐡᏶඲䛺ᚑ㡰䛜☜ᅛ䛸䛧䛶ᮇᚅ䛥䜜䛶䛔䜛䠄21⠇䠅
　スライド22では，「姉妹」という敬称の説明をし
ています。ついでながら，聖書は，異性に対してど
のようにふるまえばよいか，単純明快に告げていま
す。「年とった婦人たちには母親に対するように，
若い女たちには真に混じりけのない心で姉妹に対す
るように勧めなさい（第一テモテへの手紙 5 章 2
節）」。
スライド22
1:1䜻䝸䝇䝖䞉䜲䜶䝇䛾ᅃே䝟䜴䝻䛸඗ᘵ䝔䝰䝔䛛䜙䚸䜟䛯䛧䛯䛱䛾ឡ䛩䜛ྠປ⪅䝢䝺䝰䞁䚸 1:2ጜጒ䜰䝢䝲䚸䜟䛯䛧䛯䛱䛾ᡓ཭䜰䝹䜻䝫䚸䛺䜙䜃䛻䚸䛒䛺䛯䛾ᐙ䛻䛒䜛ᩍ఍䜈䚹䠍䠖䠍䠉䠎 ጜጒ䜰䝢䝲ጜጒ䛸䛔䛖࿧⛠䛿䚸඗ᘵ䛸䛔䛖࿧⛠䠄1䠈13䠈16䠈20⠇䠅䛸ྠᵝ䛺ឡ䛸ᑛᩗ䜢⾲⌧䛧䚸䛭䛧䛶䚸ྠ䛨ᶵ⬟䜢ᣢ䛴࿧⛠䛷䛒䜛䚹
　スライド23では，手紙の宛名に出てくるアルキポ
についての説明をしています。コロサイ人への手紙
にその情報があります。
― 60 ―
蔵谷哲也
スライド23
1:1䜻䝸䝇䝖䞉䜲䜶䝇䛾ᅃே䝟䜴䝻䛸඗ᘵ䝔䝰䝔䛛䜙䚸䜟䛯䛧䛯䛱䛾ឡ䛩䜛ྠປ⪅䝢䝺䝰䞁䚸 1:2ጜጒ䜰䝢䝲䚸䜟䛯䛧䛯䛱䛾ᡓ཭䜰䝹䜻䝫䚸䛺䜙䜃䛻䚸䛒䛺䛯䛾ᐙ䛻䛒䜛ᩍ఍䜈䚹䠍䠖䠍䠉䠎 ᡓ཭䜰䝹䜻䝫䜰䝹䜻䝫䛻㛵䛩䜛᝟ሗ䛿䚸䝁䝻䝃䜲ே䜈䛾ᡭ⣬4❶17⠇䛷ᚓ䜙䜜䜛䚹
ᙉຊ䛺⿬௜䛡䛜䛺䛔䛣䛸䠖䜰䝹䜻䝫䛿䝢䝺䝰䞁䛸䜰䝢䝲䛾㛫䛻⏕䜎䜜䛯ᜥᏊ䛷䛒䜛䚹∗䛸ẕ䛸ඹ䛻䝁䝻䝃䜲䛷ṥᩍ䛧䛯䛸䛔䛖ఏㄝ䛜䛒䜛䚹䐟ᩍ఍䛻䛚䛔䛶∾ᖌ䛾⫋ົ䜢ᢸ䛳䛯䐠∾ᖌ䛾⫋ົ䜢䜎䛰᏶඲䛻㐙⾜䛧䛶䛔䛺䛔䐡䛂䡚ఏ䛘䛶䜋䛧䛔䛃䛸䛾ᩥゝ䛛䜙䛩䜛䛸䚸䝁䝻䝃䜲ே䜈䛾ᡭ⣬䛜᭩䛛䜜䛯᫬䚸䜎䛯䛿䛭䛾ᡭ⣬䛜ⓙ䛾๓䛷ㄞ䜎䜜䛯᫬䚸䝁䝻䝃䜲䛻䛿䛔䛺䛛䛳䛯䛛䜒䛧䜜䛺䛔䚹
4:17 䜰䝹䜻䝫䛻䚸䛂୺䛻䛒䛳䛶ཷ䛡䛯ົ䜢䜘䛟ᯝ䛩䜘䛖䛻䛃䛸ఏ䛘䛶䜋䛧䛔䚹ḟ䛾䛣䛸䛜᫂ⓑ䛷䛒䜛
　スライド24では，ピレモンの住所がどこであるか
をコロサイ人への手紙 4章 9節から知ることができ
ることを示しています。3
スライド24
1:1䜻䝸䝇䝖䞉䜲䜶䝇䛾ᅃே䝟䜴䝻䛸඗ᘵ䝔䝰䝔䛛䜙䚸䜟䛯䛧䛯䛱䛾ឡ䛩䜛ྠປ⪅䝢䝺䝰䞁䚸 1:2ጜጒ䜰䝢䝲䚸䜟䛯䛧䛯䛱䛾ᡓ཭䜰䝹䜻䝫䚸䛺䜙䜃䛻䚸䛒䛺䛯䛾ᐙ䛻䛒䜛ᩍ఍䜈䚹䠍䠖䠍䠉䠎 䝢䝺䝰䞁䛾ఫᡤ䛿䠛䝁䝻䝃䜲ே䜈䛾ᡭ⣬4❶9⠇䛛䜙䚸䝢䝺䝰䞁䛿䝁䝻䝃䜲䛾ఫẸ䛸ㄞ䜑䜛䚹䝁䝻䝃䜲ே䜈䛾ᡭ⣬4❶9⠇䠖
4:9䛒䛺䛯䛜䛯䛾䜂䛸䜚䚸ᛅᐇ䛺ឡ䛩䜛඗ᘵ䜸䝛䝅䝰䜢䜒䚸ᙼ䛸ඹ䛻㏦䜛䚹ᙼ䜙䛿䛒䛺䛯䛜䛯䛻䚸䛣䛱䜙䛾䛔䛳䛥䛔䛾஦᝟䜢▱䜙䛫䜛䛷䛒䜝䛖䚹䛒䛺䛯䛜䛯䠄䝁䝻䝃䜲ே䠅䛾䜂䛸䜚䛸䛿䜸䝛䝅䝰䚹䜸䝛䝅䝰䛿䝢䝺䝰䞁䛾䛧䜒䜉ᚑ䛳䛶䚸䝢䝺䝰䞁䛿䝁䝻䝃䜲䛾ఫே䛸⪃䛘䜙䜜䜛䚹
　スライド25では，「わたしたちの父なる神」とい
う言葉から，手紙を受け取る人々はキリスト者であ
ることが分かること，その他のことを示しています。
スライド25
1:3䜟䛯䛧䛯䛱䛾∗䛺䜛⚄䛸୺䜲䜶䝇䞉䜻䝸䝇䝖䛛䜙䚸ᜨ䜏䛸ᖹᏳ䛸䛜䚸䛒䛺䛯䛜䛯䛻䛒䜛䜘䛖䛻䚹䠍䠖䠏⚃⚟䛾ゝⴥከ䛟䛾䝟䜴䝻᭩⡆䛸䚸➨Ϩ䝨䝔䝻䛾ᡭ⣬䠄1❶2⠇䠅䚸➨ϩ䝨䝔䝻䛾ᡭ⣬䠄1❶2⠇䠅䚸䝶䝝䝛䛾㯲♧㘓䠄1❶4⠇䠅䛻ぢ䜙䜜䜛ෑ㢌䛾⚃⚟㏻ᖖ䛾ᡭ⣬䛰䛸䚸䛂䛤ᶵ᎘䛔䛛䛜䛷䛩䛛䚹䛚ඖẼ䛺䛣䛸䛸ᛮ䛔䜎䛩䚹⚾䛿ඖẼ䛷䛩䛃䛸䛔䛳䛯೺ᗣ䛻ᑐ䛩䜛ᖾ㐠䛾ゝⴥ䜢㏙䜉䜛䛷䛒䜝䛖䚹䛧䛛䛧䚸ୖグ䛾⚃⚟䛾ゝⴥ䛻䜘䛳䛶䚸䛣䛾ᡭ⣬䛾ཷྲྀே䛷䛒䜛䝢䝺䝰䞁䛸䛭䛾ᐙ᪘䛿䚸ᙼ䜙䛜䚸⚄䜢∗䛸䛩䜛䛛䜙䚸⚄䛾Ꮚ౪䛷䛒䜚䚸䜲䜶䝇䞉䜻䝸䝇䝖䛜୺䛷䛒䜛䛛䜙䚸ᙼ䜙䛿୺ே䛷䛒䜛䜲䜶䝇䞉䜻䝸䝇䝖䛾൅䛷䛒䜛䛣䛸䜢෌ㄆ㆑䛧䛯䛿䛪䚹⌧ᅾ䛻䛚䛔䛶䚸䜽䝸䝇䝏䝱䞁䛰䛡䛜䚸䜲䜶䝇䞉䜻䝸䝇䝖䛾∗䜢䚸䛂䜟䛯䛧䛯䛱䛾∗䛃䛸࿧䜃䚸䜲䜶䝇䞉䜻䝸䝇䝖䜢୺䛸࿧䜆䠄➨Ϩ䝁䝸䞁䝖ே䜈䛾ᡭ⣬8❶5䡚6⠇䠅
　スライド26では 1章 3節における祝福の言葉であ
る恵みと平安について触れています。
スライド26
1:3䜟䛯䛧䛯䛱䛾∗䛺䜛⚄䛸୺䜲䜶䝇䞉䜻䝸䝇䝖䛛䜙䚸ᜨ䜏䛸ᖹᏳ䛸䛜䚸䛒䛺䛯䛜䛯䛻䛒䜛䜘䛖䛻䚹䠍䠖䠏⚃⚟䛾ゝⴥ䠖ᜨ䜏䚸ᖹᏳᖹᏳ䛸䛿⚄䛛䜙䛾䜒䛖୍䛴䛾㈷≀䚹䜼䝸䝅䝱ㄒ䛷䛿䜶䜲䝺䞊䝛䞊䛸䛔䛔䚸 䝴䝎䝲ே䛾ᣵᣜ䛷䛒䜛䝅䝱䝻䞊䝮䜢䜋䛾䜑䛛䛧䛶䛔䜛䚹䝦䝤䝹ㄒ䛾䝅䝱䝻䞊䝮䛾ᮏ᮶䛾ព࿡䛿䚸༢䛻䚸த䛔䛾䛺䛔䚸ᖹ࿴䛺≧ែ䜢⾲䜟䛩䛰䛡䛷䛺䛟䚸ຊ䛸⏕࿨䛻⁄䜜䛯ືⓗ䛺≧ែ䜢䛥䛩䚹䝅䝱䝻䞊䝮䛜ព࿡䛩䜛䜒䛾䛿䚸ḟ䛾䝇䝷䜲䝗䛻䛒䛢䜛䜘䛖䛻䛝䜟䜑䛶㇏䛛䚹༢䛻䚸䛂ᖹ࿴䜢㢪䛖䛃䛸䛛䛂ᖹ࿴䛜䛒䜚䜎䛩䜘䛖䛻䛃䛸䛔䛖᪥ᖖ䛾ᣵᣜ䛷䛿䛺䛟䚸䜲䜶䝇䞉䜻䝸䝇䝖䜢ゝཬ䛩䜛䛣䛸䛻䜘䛳䛶䚸ᣵᣜ䛜䜘䜚ໟᣓⓗ䛻䛺䜚䚸䜘䜚㧗䛔Ỉ‽䛻㧗䜑䜙䜜䛶䛔䜛䚹ᜨ䜏䛿⚄䛛䜙䛾㈷≀䚹䜼䝸䝅䝱ㄒ䛷䜹䝸䝇䛸䛔䛔䚸䛂႐䜆䛃䛸䛔䛖䛣䛸䜢䜋䛾䜑䛛䛩ゝⴥ䛷䛩䚹䐟ᜨ䜏䛸䛿⚄ᵝ䛤⮬㌟䛾ᛶ㉁䛷䛒䜚≉ᚩ䠄⚄䛿ᜨ䜏῝䛔䚸䛺䛬䛺䜙⚄䛿䚸⨥䜢㉧䛩䛛䜙䠅䐠↓ൾ䛾㉗䜚≀䐡ඹྠయ䛾๰㐀䛧䚸ឤㅰ䛜⏕䜎䜜䜛䛣䛸䛻䜘䛳䛶䚸࿨䚸ຬẼ䚸႐䜃䛜䜒䛯䜙䛥䜜䜛䐢ᜨ䜏䜢ཷ䛡ྲྀ䜛౯್䛜䛺䛔䛸䛔䛖䛣䛸䛿䚸ᜨ䜏䜢ཷ䛡䜛ጉ䛢䛻䛺䜙䛺䛔䚹䛭䛧䛶䚸⨥䛿ᜨ䜏䛻䜘䛳䛶䚸ඞ᭹䛥䜜䜛䚹䛣䛾ᡭ⣬䛾ෑ㢌䛷䚸ᖹ࿴䛻ゐ䜜䜛䛣䛸䛿䚸䝢䝺䝰䞁䛸䚸䛭䛾ያ㞔䛷䛒䜛䜸䝛䝅䝰䛾㛫䛾᪂䛧䛔㛵ಀ䜢ணᮇ䛧䛶䛔䜛䚹
　スライド27では，平和や平安に関する言葉，ユダ
ヤ人の挨拶「シャローム」の意味を説明しています。
スライド27ཧ⪃䠖䝅䝱䝻䞊䝮䛾ᮏ᮶䛾ព࿡
(1) ᖹ࿴ (ᑐᅜ䚸ᑐ⚄䚸ᑐே) 䞉䞉䞉࿴ᖹ䚸࿴ゎ
(2) ᖹᏳ (ಶேⓗ)䞉䞉䞉ᖹ✜䚸↓஦䚸Ᏻᚰ䚸Ᏻ඲
(3) ⦾ᰤ (ၟᴗⓗ)
(4) ೺ᗣ (⫗యⓗ䚸⢭⚄ⓗ) 䞉䞉䞉೺඲䚸ᡂ⇍
(5) ඘㊊ (⏕࿨ⓗ) 䞉䞉䞉‶㊊䚸⏕䛝䜛ពḧ
(6) ▱ᜨ (Ꮫၥⓗ) 䞉䞉䞉ᝅ䜚䚸㟋ⓗ㛤║
(7) ᩆ䛔 (᐀ᩍⓗ) 䞉䞉䞉ᬯ㜌䛛䜙ឡ䛾ᨭ㓄䜈
(8) ຾฼ (✲ᴟⓗ) 䞉䞉䞉⨥䛸ୡ䛻ᑐ䛩䜛຾฼
― 61 ―
新約聖書（ピレモンへの手紙）を読む
　スライド28では「わたしの神」と「わたしたちの
父なる神」という名称の違いを説明しています。
スライド28䠍䠖䠐 䜟䛯䛧䛾⚄
1:4䜟䛯䛧䛿䚸♳䛾᫬䛻䛒䛺䛯䜢䛚䜌䛘䛶䚸䛔䛴䜒䜟䛯䛧䛾⚄䛻ឤㅰ䛧䛶䛔䜛䚹䝟䜴䝻䛿䛂䜟䛯䛧䛯䛱䛾∗䛺䜛⚄䛃䛸䛔䛖බᘧ䜢⧞䜚㏉䛥䛪䚸䛂䜟䛯䛧䛾⚄䛃䛸ㄒ䛳䛶䛔䜛䚹ᪧ⣙⪷᭩䛾リ⠍䛾ᆺ䛻ᚑ䛖⏝ㄒ㑅ᢥ䜢䝟䜴䝻䛿䛧䛶䛔䜛䚹リ⠍䛾స⪅䛜⚄䛻┤᥋ヰ䛧䛛䛡䜛᫬䚸ᙼ䜙䛿䛧䜀䛧䜀䚸䛂⚾䛾⚄䛃䛸䛔䛖䠄リ⠍3⠍7⠇䚸5⠍2⠇䚸7⠍1䚸3⠇䚸59⠍1⠇䚸145⠍1⠇䚸䛭䛾௚䠅䝬䝍䜲䛾⚟㡢᭩27❶46⠇䛾ẁⴠ䛻䜘䜛䛸䚸䜲䜶䝇䛿༑Ꮠᯫ䛾ୖ䛷䚸リ⠍22⠍1⠇䜢ᘬ⏝䛥䜜䛶䚸
27:46䛭䛧䛶୕᫬䛤䜝䛻䚸䜲䜶䝇䛿኱ኌ䛷ྉ䜣䛷䚸䛂䜶䝸䚸䜶䝸䚸䝺䝬䚸䝃䝞䜽䝍䝙䛃䛸ゝ䜟䜜䛯䚹䛭䜜䛿䛂䜟䛜⚄䚸䜟䛜⚄䚸䛹䛖䛧䛶䜟䛯䛧䜢䛚ぢᤞ䛶䛻䛺䛳䛯䛾䛷䛩䛛䛃䛸䛔䛖ព࿡䛷䛒䜛䚹䝟䜴䝻䛿䚸ㄞ⪅䛜䝟䜴䝻䛾⚄䛸䛾ಶேⓗ఍ヰ䜢⪺䛝ධ䜛䜘䛖䛻チ䛧䛶䛔䜛䛣䛸䛜ศ䛛䜛䚹
　スライド29ではとりなしの祈りとは何かを説明し
ています。
スライド29䠍䠖䠐 ♳䜚䛾᫬䛻䛒䛺䛯䜢䛚䜌䛘䛶
1:4䜟䛯䛧䛿䚸♳䛾᫬䛻䛒䛺䛯䜢䛚䜌䛘䛶䚸䛔䛴䜒䜟䛯䛧䛾⚄䛻ឤㅰ䛧䛶䛔䜛䚹䝟䜴䝻䛿♳䜚䛾୰䛷䚸䝢䝺䝰䞁䛻ᑐ䛩䜛⚄䛾≉ู䛺Ᏺ䜚䛸㓄៖䛜୚䛘䜙䜜䜛䜘䛖䛻䚸⚄䛻䝢䝺䝰䞁䜢᥎⸀䛧䛶䛔䜛䚹䠄䛣䜜䛿ᇳ䜚ᡂ䛧䛾♳䜚䛸䛔䛖䠅䛣䛾♳䜚䛿ḟ䛾䜘䛖䛺䛣䛸䜢♧၀䛧䛶䛔䜛䚹ያ㞔䛾ᡤ᭷⪅䛷䛒䜛䝢䝺䝰䞁䛾ෆ┬䠄䛺䛔䛫䛔䠅䚸ពᛮỴᐃ䚸⾜ື䚸ᛰ៏䠄䛯䛔䜎䜣䠅䛿䚸ಖㆤ⪅䛷䛒䜚䚸≀஦䜢ᐇ⌧ྍ⬟䛸䛩䜛᪉䛷䛒䜚䚸⿢䛝୺䛷䛒䜛⚄䛻䜘䛳䛶䚸ぢᙇ䜙䜜䛶䛔䜛䛸䛔䛖䛣䛸䚹ᇳ䜚ᡂ䛧䛾♳䜚䛸䛿䚸ᶒຊ䛾ᗙ䛻䛒䜛ே䛯䛱䛻ᑐ䛩䜛ບ䜎䛧䜔㆙࿌䛾䚸᭱䜒ᙉຊ䛷㠀ᭀຊⓗ䛺ᡭẁ䛷䛒䜛䚹඲䛶䛾䜽䝸䝇䝏䝱䞁䛿䚸⋤䛸䛩䜉䛶䛾㧗䛔ᆅ఩䛻䛒䜛ே䛯䛱䛾䛯䜑䛻䚸♳䜚䚸䛸䜚䛺䛧䜢䛩䜛⩏ົ䛜䛒䜛䛾䛷䚸䝟䜴䝻䜒䚸䝢䝺䝰䞁䛾䛯䜑䛻䚸⚄䛾ᚚ๓䛷䛸䜚䛺䛧䛾♳䜚䜢䛧䚸䛣䛾♳䜚䛾ᐇ㉁䜢䝢䝺䝰䞁䛻䜒▱䜙䛧䜑䛶䛔䜛䚹➨୍䝔䝰䝔䜈䛾ᡭ⣬ 2:1䛭䛣䛷䚸䜎䛪➨୍䛻່䜑䜛䚹䛩䜉䛶䛾ே䛾䛯䜑䛻䚸⋤䛯䛱䛸ୖ䛻❧䛳䛶䛔䜛䛩䜉䛶䛾ே䚻䛾䛯䜑䛻䚸㢪䛔䛸䚸♳䛸䚸䛸䜚䛺䛧䛸䚸ឤㅰ䛸䜢䛥䛥䛢䛺䛥䛔䚹
　スライド30では，ピレモンに関する情報がどこか
ら来たものかについて考察しています。
スライド30䠍䠖䠑 ⪺䛔䛶䛔䜛
1:5䛭䜜䛿䚸୺䜲䜶䝇䛻ᑐ䛧䚸䜎䛯䚸䛩䜉䛶䛾⪷ᚐ䛻ᑐ䛩䜛䛒䛺䛯䛾ឡ䛸ಙ௮䛸䛻䛴䛔䛶䚸⪺䛔䛶䛔䜛䛛䜙䛷䛒䜛䚹䝟䜴䝻䛜ཷ䛡ྲྀ䛳䛯ཱྀ㢌ୖ䛾᝟ሗ䛾※䛿䛹䛣䛷䛒䜝䛖䛛䠛䜸䝛䝅䝰䛜5䡚7⠇䛾ᩘከ䛟䛾䜘䛔䛣䛸䜢䝟䜴䝻䛻࿌䛢䛯䛸䛿⪃䛘䛻䛟䛔௨ୗ䛾䝁䝻䝃䜲ே䜈䛾ᡭ⣬䛻䜘䜛䛸䚸䜶䝨䝣䝷䝇䛜䛭䛾ሗ࿌⪅䛛䜒䛧䜜䛺䛔䚹
1:7䛒䛺䛯䛜䛯䛿䛣䛾⚟㡢䜢䚸䜟䛯䛧䛯䛱䛸ྠ䛨൅䛷䛒䜛䚸ឡ䛩䜛䜶䝨䝣䝷䝇䛛䜙Ꮫ䜣䛰䛾䛷䛒䛳䛯䚹ᙼ䛿䛒䛺䛯䛜䛯䛾䛯䜑䛾䜻䝸䝇䝖䛾ᛅᐇ䛺ዊ௙⪅䛷䛒䛳䛶䚸 1:8䛒䛺䛯䛜䛯䛜ᚚ㟋䛻䜘䛳䛶䛔䛰䛔䛶䛔䜛ឡ䜢䚸䜟䛯䛧䛯䛱䛻▱䜙䛫䛶䛟䜜䛯䛾䛷䛒䜛䚹 ὀ䠖䛂䜟䛯䛧䛯䛱䛃䛸䛿䝁䝻䝃䜲ே䜈䛾ᡭ⣬䛾ᕪฟே䝟䜴䝻䛸䝔䝰䝔䛾䛣䛸䜎䛯䚸䛂⪺䛔䛶䛔䜛䛃䛜ⱥㄒヂ䛷䛿⌧ᅾ㐍⾜ᙧ䛺䛾䛷䚸䝢䝺䝰䞁䛻㛵䛩䜛Ⰻ䛝▱䜙䛫䜢ఱᗘ䜒⪺䛝䚸䛚䛭䜙䛟ᩘே䛾ே䛯䛱䛛䜙⪺䛔䛶䛔䜛䛛䜒䛧䜜䛺䛔䚹
　スライド31では愛と信仰についての多少の考察を　
しています。
スライド31䠍䠖䠑 䛒䛺䛯䛾ឡ䛸ಙ௮
1:5䛭䜜䛿䚸୺䜲䜶䝇䛻ᑐ䛧䚸䜎䛯䚸䛩䜉䛶䛾⪷ᚐ䛻ᑐ䛩䜛䛒䛺䛯䛾ឡ䛸ಙ௮䛸䛻䛴䛔䛶䚸⪺䛔䛶䛔䜛䛛䜙䛷䛒䜛䚹䝢䝺䝰䞁䛾䜘䛖䛺䜽䝸䝇䝏䝱䞁䜢⛠㈶䛧䛯䛔䛸䛝䛻䚸䝟䜴䝻䛿䝢䝺䝰䞁䛾ឡ䛸ಙ௮䛻ゝཬ䛧䛶䛔䜛䚹䛣䛣䛷䛿ឡ䚸䛭䜜䛛䜙ಙ௮䛾㡰ᗎ䛷୪䜉䜙䜜䛶䛔䜛䛜䚸➨Ϩ䝁䝸䞁䝖ே䜈䛾ᡭ⣬13❶13⠇䛷䛿
13:13䛣䛾䜘䛖䛻䚸䛔䛴䜎䛷䜒Ꮡ⥆䛩䜛䜒䛾䛿䚸ಙ௮䛸ᕼᮃ䛸ឡ䛸䚸䛣䛾୕䛴䛷䛒䜛䚹䛣䛾䛖䛱䛷᭱䜒኱䛔䛺䜛䜒䛾䛿䚸ឡ䛷䛒䜛䚹ឡ䛜ಙ௮䜘䜚䜒䛿䜛䛛䛻೧኱䛷䛒䜛䛣䛸䜢䝟䜴䝻䛿☜ㄆ䛧䛶䛔䜛䚹䛣䛾⟠ᡤ䛻䛚䛔䛶䚸䜼䝸䝅䝱ㄒ䛾ㄒἲ䛷䛿䚸ឡ䛸ಙ௮䛜䛒䛯䛛䜒୍䛴䛾䜒䛾䚸༢୍䛾㐨䚸୍䛴䛾⾜䛔䚸୍䛴䛾⾜ື䛾䜘䛖䛻ᢅ䜟䜜䛶䛔䜛䚹
　スライド32では，神の評価と世の中の評価とは異
なることを示しています。
スライド32䠍䠖䠑 䛒䛺䛯䛾ឡ䛸ಙ௮
1:5䛭䜜䛿䚸୺䜲䜶䝇䛻ᑐ䛧䚸䜎䛯䚸䛩䜉䛶䛾⪷ᚐ䛻ᑐ䛩䜛䛒䛺䛯䛾ឡ䛸ಙ௮䛸䛻䛴䛔䛶䚸⪺䛔䛶䛔䜛䛛䜙䛷䛒䜛䚹䛣䛾ୡ䛾୰䛾ே䚻䛿䚸ே䛾⬟ຊ䜔ᛶ᱁䛷䚸䛭䛾ே䛾౯್䜢ィ䜛䛧䛛䛧䚸⚄䛿䛭䛾ே䛾ឡ䛸ಙ௮䜢ぢ䛶䛚䜙䜜䜛䜟䛯䛧䛾┠䛻䛿䛒䛺䛯䛿㧗౯䛷ᑛ䛔䚹䜟䛯䛧䛿䛒䛺䛯䜢ឡ䛧䛶䛔䜛䚹䠄䜲䝄䝲᭩43❶4⠇䠅䛒䛺䛯䛾ാ䛝䛸ᐇ⦼䛸䛿ゝ䛳䛶䛔䛺䛔䚹
― 62 ―
蔵谷哲也
　スライド33では，1章 6 節は神の御心に叶うとり
なしの祈りの一例としてみなすことができることを
示しています。
スライド33䠍䠖䠒 䛸䜚䛺䛧䛾♳䜚
1:6䛹䛖䛛䚸䛒䛺䛯䛾ಙ௮䛾஺䜟䜚䛜ᙉ䜑䜙䜜䛶䚸䜟䛯䛧䛯䛱䛾㛫䛷䜻䝸䝇䝖䛾䛯䜑䛻䛺䛥䜜䛶䛔䜛䛩䜉䛶䛾Ⰻ䛔䛣䛸䛜䚸▱䜙䜜䛶᮶䜛䜘䛖䛻䛺䛳䛶䜋䛧䛔䚹䛣䛾⟠ᡤ䜢ḯᐃヂ⪷᭩䜢౑䛳䛶᪥ᮏㄒヂ䛩䜛䛸䚸䛂䜻䝸䝇䝖䛾୰䛻䛒䜚䚸䛒䛺䛯䛾୰䛻䛒䜛䚸䛩䜉䛶䛾Ⰻ䛔䜒䛾䜢䜘䛟▱䜛䛣䛸䛻䜘䛳䛶䚸䛒䛺䛯䛾ಙ௮䛾ศ䛛䛱ྜ䛔䛜䚸⏕䛝䛶ാ䛟䜒䛾䛸䛺䜚䜎䛩䜘䛖䛻䚹䛃䛴䜎䜚䚸䜻䝸䝇䝖䛾䛖䛱䛻䚸䛩䜉䛶䛾Ⰻ䛔䜒䛾䛜䛒䜚䚸䛭䛾䜻䝸䝇䝖䛜䛒䛺䛯䛾䛖䛱䛻䛚䜙䜜䜛䚹䛒䛺䛯䛜䚸䛣䛾䛣䛸䜢䜘䛟▱䜛䛣䛸䛻䜘䛳䛶䚸䛒䛺䛯䛾ಙ௮䛜⏕䛝䛶ാ䛟䜘䛖䛻䛺䜚䜎䛩䛸䛔䛖ព࿡䚹䝟䜴䝻䛿䝢䝺䝰䞁䛜䛣䛾䛣䛸䜢䜘䛟▱䛳䛶䚸䛥䜙䛻ಙ௮䛜⏕䛝䛶ാ䛟䛣䛸䜢㢪䛳䛶䛔䜛䚹That the communicaon of thy faith may become effectual by the acknowledging Of every good thing which is in you in Christ Jesus. 
　スライド34では，キリストへの信仰を持って救わ
れた人が，神の働きを担っていることは，キリスト
者にとっては大きな喜びであることが示されていま
す。
スライド34䠍䠖䠓 䝟䜴䝻䛜ᑟ䛔䛯ே䛜䜻䝸䝇䝖䞉䜲䜶䝇䛾Ⰻ䛝ാ䛝ே䛰䛛䜙
1:7඗ᘵ䜘䚹䜟䛯䛧䛿䚸䛒䛺䛯䛾ឡ䛻䜘䛳䛶ከ䛟䛾႐䜃䛸៘䜑䛸䜢୚䛘䜙䜜䛯䚹⪷ᚐ䛯䛱䛾ᚰ䛜䚸䛒䛺䛯䛻䜘䛳䛶ຊ䛵䛡䜙䜜䛯䛛䜙䛷䛒䜛䚹䝟䜴䝻䛿䚸䝢䝺䝰䞁䛾ാ䛝䜢▱䛳䛶䚸႐䜣䛷䛔䜛䚹19⠇䛻䛒䜛䜘䛖䛻䚸䝢䝺䝰䞁䛿䝟䜴䝻䛻䜘䛳䛶䚸䜻䝸䝇䝖䜈䛾ಙ௮䜢ᣢ䛳䛯䚹䛰䛛䜙䚸⮬ศ䜢㏻䛧䛶ᩆ䛔䛻ᑟ䛛䜜䛯ே䛜䚸ឡ䛸ಙ௮䜢ᣢ䛳䛶䚸䜽䝸䝇䝏䝱䞁䛯䛱䜢ບ䜎䛧䛶䛔䜛ጼ䜢ぢ䜜䜀䚸䛣䜜䜋䛹Ꮀ䛧䛔䛣䛸䛿䜋䛛䛻䛺䛔䚹
　スライド35において，ピレモンに依頼をするとき
に，上位にある権威を使わずに，兄弟の立場から依
頼や弁護をパウロがしています。
スライド35䠍䠖䠔 䜻䝸䝇䝖䛾౑ᚐ䛾ᶒጾ䜢⾜౑䛫䛪
1:8䛣䛖䛔䛖䜟䛡䛷䚸䜟䛯䛧䛿䚸䜻䝸䝇䝖䛻䛒䛳䛶䛒䛺䛯䛾䛺䛩䜉䛝஦䜢䚸䛝䜟䜑䛶⋡┤䛻ᣦ♧䛧䛶䜒䜘䛔䛸ᛮ䛖䛜䚸䝟䜴䝻䛿7⠇䛷䚸䛂඗ᘵ䜘䛃䛸࿧䜃᥃䛡䛶䛔䜛䛜䚸䛣䛣䛛䜙䚸඗ᘵឡ䛻䜘䛳䛶䚸ྠປ⪅䛸䛧䛶䚸䜈䜚䛟䛰䜚䚸䜸䝛䝅䝰䛻ᑐ䛩䜛ᘚㆤ䜢ጞ䜑䛶䛔䜛䚹䝟䜴䝻䛿䜲䜶䝇䞉䜻䝸䝇䝖䛾౑ᚐ䛺䛾䛷䚸ᶒጾ䜢ᣢ䛳䛶䛔䜛䛜䚸䛭䛾ᶒጾ䜢⾜౑䛩䜛䛣䛸䛺䛟ᘚㆤ䜢ጞ䜑䛶䛔䜛䚹
　スライド36では，パウロの言葉が胸を打ちます。
仮に，パウロが現在生きているキリスト者に対して，
同じことを願ってきたら，キリスト者は嫌だとは言
えないでしょう。
スライド36䠍䠖䠕 䜸䝛䝅䝰䛾ᘚㆤ
1:9䜐䛧䜝䚸ឡ䛾䜖䛘䛻䛚㢪䛔䛩䜛䚹䛩䛷䛻⪁ᖺ䛻䛺䜚䚸௒䜎䛯䜻䝸䝇䝖䞉䜲䜶䝇䛾ᅃே䛸䛺䛳䛶䛔䜛䛣䛾䝟䜴䝻䛜䚸䜸䝛䝅䝰䛾䛣䛸䜢䝢䝺䝰䞁䛾๓䛷ᘚㆤ䛧䛶䛔䜛䚹ึ䜑䛻䚸⮬ศ䛜ᖺ⪁䛔䛯䚸䜻䝸䝇䝖䞉䜲䜶䝇䛾ᅃே䛷䛒䜛䛸ゝ䛳䛶䛔䜎䛩䚹䛣䛾䜘䛖䛺ே≀䛛䜙䛚㢪䛔䛥䜜䛶䛿䚸䜔䛿䜚䚸⪺䛛䛦䜛䜢ᚓ䛺䛔䛷䛒䜝䛖䚹
　スライド37では，パウロはオネシモを「獄中で産
んだわが子」と呼んでいますが，その意味を説明し
ています。
― 63 ―
新約聖書（ピレモンへの手紙）を読む
スライド37䠍䠖䠍䠌 ⊹୰䛷⏘䜣䛰䜟䛜Ꮚ
1:10ᤕ䜟䜜䛾㌟䛷⏘䜣䛰䜟䛯䛧䛾Ꮚ౪䜸䝛䝅䝰䛻䛴䛔䛶䚸䛒䛺䛯䛻䛚㢪䛔䛩䜛䚹䜸䝛䝅䝰䛾䛣䛸䜢䛂ᤕ䜙䜟䜜䛾㌟䛷⏘䜣䛰䜟䛯䛧䛾Ꮚ౪䛃䛸࿧䜣䛷䛔䜛䚹䛣䛣䛻䚸䝟䜴䝻䛾䜸䝛䝅䝰䛻ᑐ䛩䜛୺䛻䛒䜛ぶឡ䛾᝟䛜♧䛥䜜䛶䛔䜛䚹䝟䜴䝻䛜䚸䜸䝛䝅䝰䜢䜻䝸䝇䝖䜈䛾ᑟ䛔䛯䚹䝔䝰䝔䛾䛣䛸䜒䚸䝔䝖䝇䛾䛣䛸䜒䚸䝟䜴䝻䛿䛭䛾䜘䛖䛻࿧䜣䛰䚹䝟䜴䝻䛻䛸䛳䛶䚸䜸䝛䝅䝰䛿≉ู䛺Ꮡᅾ䛷䛒䜛䚹䛂ᤕ䜟䜜䛾㌟䛷⏘䜣䛰䜟䛯䛧䛾Ꮚ౪䜸䝛䝅䝰䛃䛸䛿㟋ⓗ䛺ព࿡䛷䛾ẚ႘䚹䜒䛱䜝䜣䚸⊹୰䛷⏕䜣䛰䛸䛔䛳䛶䜒䚸䝟䜴䝻䛜ฟ⏘䛧䛯䛸䛔䛖䜟䛡䛷䛿䛺䛔䚹䝟䜴䝻䛻䜘䛳䛶ᩆ䛔䛻ᑟ䛛䜜䚸᪂䛧䛟⏕䜎䜜䛯䛸䛔䛖䛣䛸䚹
　スライド38では，オネシモという名前の意味の説
明と，神から離れていた人間が神の御前に立ち返る
とどうなるかということを説明しています。
スライド38䠍䠖䠍䠍 䜸䝛䝅䝰䛸䛿䛂ᙺ䛻❧䛴䛃
1:11ᙼ䛿௨๓䛿䚸䛒䛺䛯䛻䛸䛳䛶↓┈䛺⪅䛷䛒䛳䛯䛜䚸௒䛿䚸䛒䛺䛯䛻䜒䚸䜟䛯䛧䛻䜒䚸᭷┈䛺⪅䛻䛺䛳䛯䚹 䐟䛂䜸䝛䝅䝰䛃䛸䛔䛖ྡ๓䛾ᮏ᮶䛾ព࿡䛿䚸䛂ᙺ䛻❧䛴䛃䚹䐠๓䛿䜸䝛䝅䝰䛷䛿䛺䛛䛳䛯䛜䚸௒䛿䚸䛒䛺䛯䛻䛸䛳䛶䜒⚾䛻䛸䛳䛶䜒䜸䝛䝅䝰䛺䛾䛷䛩䚹䐡䛂๓䛻䛿ᙺ䛻❧䛯䛺䛔䛃䛸䛔䛖䛾䛿䚸୺ே䛛䜙≀䜢┐䜣䛷㏨ஸ䛧䛯ያ㞔䛷䛒䛳䛯䛸䛔䛖䛣䛸䚹䐢௒䛿䚸䜻䝸䝇䝖䛾ാ䛝ே䛻䜎䛷䛺䛳䛶䛔䜎䛩䚹䛭䛣䛷䛂ᙺ䛻❧䛴⪅䛃䛸࿧䜣䛷䛔䜛䚹⚾㐩ே㛫䜒䚸⚄䛾๓䛻䛿ᙺ䛻❧䛴⪅䛸䛧䛶๰㐀䛥䜜䛯䛾䛷䛩䛜䛂䛩䜉䛶䛾ே䛜㏞䛔ฟ䛶䚸䜏䛺䚸䛸䜒䛻↓┈䛺⪅䛸䛺䛳䛯䚹䛃䠄䝻䞊䝬ே䜈䛾ᡭ⣬䠏䠖䠍䠎䠅䛸䛒䜛㏻䜚䚸⚄䛛䜙㞳䜜䚸ᙺ䛻❧䛯䛺䛔⪅䛸䛺䛳䛶䛧䜎䛳䛯䚹䛷䛿䛺䛬䛂ᙺ䛻❧䛴⪅䛃䛸䛺䛳䛯䛾䛛䠛 ᙼ䛿⮬ศ䛾⨥䜢᜼䛔ᨵ䜑䚸䜲䜶䝇䞉䜻䝸䝇䝖䜢ᩆ䛔୺䛸䛧䛶ಙ䛨䛯䛛䜙䚹ᙼ䛿䜻䝸䝇䝖䛻䛒䛳䛶᪂䛧䛟⏕䜎䜜ኚ䜟䛳䛯䚹䛂䛰䜜䛷䜒䜻䝸䝇䝖䛻䛒䜛䛺䜙䚸䛭䛾ே䛿᪂䛧䛟㐀䜙䜜䛯⪅䛷䛩䚹ྂ䛔䜒䛾䛿㐣䛞ཤ䛳䛶䚸ぢ䜘䚸䛩䜉䛶䛜᪂䛧䛟䛺䜚䜎䛧䛯䚹䛃䠄ϩ䝁䝸䞁䝖䠑䠖䠍䠓䠅
　スライド39では，彼（オネシモ）は私のこころで
あるという等式が書かれています。
スライド39䠍䠖䠍䠎 䜸䝛䝅䝰䛸䛿䛂䝟䜴䝻䛾ᚰ䛃䠖䜸䝛䝅䝰䠙䝟䜴䝻䛾ᚰ䛸䛔䛖➼ᘧ
1:12ᙼ䜢䛒䛺䛯䛾䜒䛸䛻㏦䜚䛛䛘䛩䚹ᙼ䛿䜟䛯䛧䛾ᚰ䛷䛒䜛䚹䜸䝛䝅䝰䛿䝟䜴䝻䛾ᚰ䛷䛒䜛䛸㏙䜉䛶䛔䜛䚹䛴䜎䜚䚸䝟䜴䝻⮬㌟䛷䛒䜛䜘䛖䛻䜸䝛䝅䝰䜢ཷ䛡ධ䜜䛶䜋䛧䛔䛸㢪䛳䛶䛔䜛䚹䜸䝛䝅䝰䛿䝟䜴䝻⮬㌟䛾୍㒊䛷䛒䜛䛛䚸䝟䜴䝻⮬㌟䛾㓄അ⪅䛾䜘䛖䛺Ꮡᅾ䛷䛒䜛䛛䛸䛔䛖ព࿡䛷䚸䛭䛾䜘䛖䛻᭩䛔䛯䛛䜒䛧䜜䛺䛔䚹
　スライド40では，オネシモがどれだけパウロに
とって有益な存在であるかを語っています。
スライド40䠍䠖䠍䠏 䜸䝛䝅䝰䜢ᡭᨺ䛧䛯䛟䛿䛺䛔䛡䜜䛹
1:13䜟䛯䛧䛿ᙼ䜢㌟㏆䛻ᘬ䛝䛸䜑䛶䛚䛔䛶䚸䜟䛯䛧䛜⚟㡢䛾䛯䜑䛻ᤕ䜟䜜䛶䛔䜛㛫䚸䛒䛺䛯䛻௦䛳䛶௙䛘䛶䜒䜙䛔䛯䛛䛳䛯䛾䛷䛒䜛䚹䝟䜴䝻䛿䛣䛣䛷䛣䛾䜸䝛䝅䝰䜢䚸䝢䝺䝰䞁䛾䜒䛸䛻㏦䜚㏉䛩䛸ゝ䛳䛶䛔䜛䚹ᮏᙜ䛿⮬ศ䛾䛸䛣䜝䛻䛸䛹䜑䛶䛚䛝䚸䝢䝺䝰䞁䛻௦䜟䛳䛶⮬ศ䛻௙䛘䛶䜒䜙䛔䛯䛔䛸䜒⪃䛘䛯䛜䚸䛭䛾䜘䛖䛻䛩䜛䛣䛸䛿䛧䛺䛔䛷䚸୺ே䝢䝺䝰䞁䛾䜒䛸䛻㏦䜚㏉䛩䛣䛸䛻䛧䛯䚹䛺䛬䛛䠛
14⠇䛻䛭䛾⌮⏤䛜᭩䛛䜜䛶䛔䜛䚹
　スライド41において，ピレモンがオネシモを赦し
て，受け入れることは，強制ではなく，自発的なも
のでなければいけません。ところで，当時のローマ
の奴隷制度において，奴隷が主人から逃げたとき，
捕まえたら主人は奴隷を死刑にすることができまし
た。奴隷は当時 6千万人いたとされ，自由人よりも
はるかに多かったので，奴隷の反乱を押さえるため
にも，逃亡には厳しい処置が取られていました。で
すから，当時の常識からすると，ピレモンがオネシ
モをそのまま受け入れることは，とんでもないこと
だったのです。けれども，パウロは今，ピレモンが
奴隷を持つ主人である前に，キリストにある兄弟で
あり，同労者であり，キリストの愛を持っている人
であることをまず初めに語って，オネシモを赦して
くれることを嘆願しているのです。4
スライド41䠍䠖䠍䠐 ᙉ䛔䜙䜜䛶䛷䛿䛺䛟႐䜣䛷
1:14䛧䛛䛧䚸䜟䛯䛧䛿䚸䛒䛺䛯䛾ᢎㅙ䛺䛧䛻䛿ఱ䜒䛧䛯䛟䛺䛔䚹䛒䛺䛯䛜ᙉไ䛥䜜䛶Ⰻ䛔⾜䛔䜢䛩䜛䛾䛷䛿䛺䛟䚸⮬Ⓨⓗ䛻䛩䜛䛣䛸䜢㢪䛳䛶䛔䜛䚹⪷᭩䛻䛿Ⰻ䛔⾜䛔䛸䛿䚸ᙉ䛔䜙䜜䛶䛩䜛䜒䛾䛷䛿䛺䛟䚸႐䜣䛷䛩䜛䛣䛸䛷䛒䜛䛣䛸䛜᭩䛛䜜䛶䛔䜛䚹ᚑ䛳䛶䚸䛣䛾ᡭ⣬䛾䛣䛾⟠ᡤ䜢ㄞ䜐䛸䚸႐䜣䛷⮬Ⓨⓗ䛻⾜䛖䛣䛸䛜䚸⚄ᵝ䛜႐䜀䜜䜛䛣䛸䛷䛒䜛䛣䛸䜢෌ㄆ㆑䛩䜛䛿䛪䛷䛒䜛䚹
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蔵谷哲也
　スライド42では，様々なことが人間の人生の中で
起こっても，ローマ人への手紙 8章28節「神を愛す
る人々，すなわち，神のご計画に従って召された人々
のためには，神がすべてのことを働かせて益として
くださることを，私たちは知っています。」という
御言葉を思い出させられますね。
スライド42䠍䠖䠍䠑 ே䛻䛿⌮ゎ䛧䛜䛯䛔䛣䛸䛷䛒䛳䛶䜒
1:15ᙼ䛜䛧䜀䜙䛟䛾㛫䛒䛺䛯䛛䜙㞳䜜䛶䛔䛯䛾䛿䚸䛒䛺䛯䛜ᙼ䜢䛔䛴䜎䛷䜒␃䜑䛶䛚䛟䛯䜑䛷䛒䛳䛯䛛䜒▱䜜䛺䛔䚹䜸䝛䝅䝰䛿䝢䝺䝰䞁䛾䛸䛣䜝䛛䜙㏨ஸ䛧䛯䚹䛣䜜䛿ᝏ䛔䛣䛸䛷䛒䜚䚸䜸䝛䝅䝰䛿䜔䛳䛶䛿䛔䛡䛺䛔䛣䛸䛰䛳䛯䚹䛧䛛䛧䚸⚄ᵝ䛿䛣䛾䜘䛖䛺䛣䛸䜢䜒⏝䛔䜙䜜䛶䚸䛤⮬ศ䛾ᰤග䛾䛯䜑䛾ฟ᮶஦䛸䛧䛶䛟䛰䛥䛳䛯䚹䜸䝛䝅䝰䛜䝢䝺䝰䞁䛾䛸䛣䜝䛛䜙㞳䜜䛯䛣䛸䛻䜘䜚䚸ᙼ䛜䝻䞊䝬䛻䜎䛷䜔䛳䛶᮶䛶䚸䛭䛧䛶䝻䞊䝬䛷䝟䜴䝻䛸ฟ఍䛔䚸Ọ㐲䛾䛔䛾䛱䜢ᚓ䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛯䚹䝢䝺䝰䞁䛛䜙䜸䝛䝅䝰䛜㞳䜜䛶䛧䜎䛳䛯䛜䚸䜒䛖䛣䜜䛛䜙䛿䚸Ọஂ䛻㞳䜜䜛䛣䛸䛿䛺䛔䚹䜻䝸䝇䝖䛻䛒䛳䛶୍䛴䛾䛛䜙䛰䛻ᒓ䛧䛶䛔䜛䛛䜙䛷䛒䜛䚹䛂䛒䛺䛯䛜䛯䛿䚸⚾䛻ᝏ䜢ィ䜚䜎䛧䛯䛜䚸⚄䛿䛭䜜䜢䚸Ⰻ䛔䛣䛸䛾䛯䜑䛾ィ䜙䛔䛸䛺䛥䛔䜎䛧䛯䚹䛭䜜䛿䛝䜗䛖䛾䜘䛖䛻䛧䛶䚸ከ䛟䛾ே䚻䜢⏕䛛䛧䛶䛚䛟䛯䜑䛷䛧䛯䚹䠄๰ୡグ50:20䠅䛃ே䛻䛿⌮ゎ䛧䛜䛯䛔䛜䚸⚄ᵝ䛿䛭䜜䜢䜘䛧䛸䛥䜜䜛䠍䛴䛾౛䠖
　スライド43では，全てのキリスト者は神の御前で
は，全てが兄弟姉妹の関係であることを再確認させ
られます。キリスト者の兄弟という真理を知った信
仰者の間では奴隷というものは決して存在すること
がありません。
スライド43䠍䠖䠍䠒 ⚟㡢䛸┿⌮
1:16䛧䛛䜒䚸䜒䛿䜔ያ㞔䛸䛧䛶䛷䛿䛺䛟䚸ያ㞔௨ୖ䛾䜒䛾䚸ឡ䛩䜛඗ᘵ䛸䛧䛶䛷䛒䜛䚹䛸䜚䜟䛡䚸䜟䛯䛧䛻䛸䛳䛶䛭䛖䛷䛒䜛䛜䚸䜎䛧䛶䛒䛺䛯䛻䛸䛳䛶䛿䚸⫗䛻䛚䛔䛶䜒䚸୺䛻䛒䛳䛶䜒䚸䛭䜜௨ୖ䛷䛒䜝䛖䚹䝢䝺䝰䞁䛸䜸䝛䝅䝰䛿䚸୺ே䛸ያ㞔䛾䜘䛖䛺㛵ಀ䛷䛿䛺䛟䚸䜻䝸䝇䝖䛻䛒䛳䛶୍䛴䛷䛒䜛䛸䛔䛖䛣䛸䚹୺䜲䜶䝇䞉䜻䝸䝇䝖䛾ඖ䛷䛿䚸ⓙ䚸඗ᘵጜጒ䛷䚸ᖹ➼䛻ྠ䛨䛸䛣䜝䛻䛔䜛䚹䜺䝷䝔䝲ே䜈䛾ᡭ⣬3:28䜒䛿䜔䚸䝴䝎䝲ே䜒䜼䝸䝅䝲ே䜒䛺䛟䚸ያ㞔䜒⮬⏤ே䜒䛺䛟䚸⏨䜒ዪ䜒䛺䛔䚹䛒䛺䛯䛜䛯䛿ⓙ䚸䜻䝸䝇䝖䞉䜲䜶䝇䛻䛒䛳䛶୍䛴䛰䛛䜙䛷䛒䜛䚹
　スライド44では，主にある兄弟であるオネシモを
主にある兄弟であるパウロと同様に扱って欲しいと
懇願しています。
スライド44䠍䠖䠍䠓 䝟䜴䝻䛾䜘䛖䛻䜸䝛䝅䝰䜢ཷ䛡ධ䜜䛶䜋䛧䛔
1:17䛭䛣䛷䚸䜒䛧䜟䛯䛧䜢䛒䛺䛯䛾ಙ௮䛾཭䛸ᛮ䛳䛶䛟䜜䜛䛺䜙䚸䜟䛯䛧ྠᵝ䛻ᙼ䜢ཷ䛡䛔䜜䛶䜋䛧䛔䚹
　スライド45において，パウロは，言葉上でのとり
なしのみならず，実際に弁償することを申し出てい
ます。
スライド45䠍䠖䠍䠔 ᐇ㝿ⓗ䛺䛸䜚䛺䛧䠄ᘚൾ䠅
1:18䜒䛧䚸ᙼ䛜䛒䛺䛯䛻ఱ䛛୙㒔ྜ䛺䛣䛸䜢䛧䛯䛛䚸䛒䜛䛔䛿䚸ఱ䛛㈇മ䛜䛒䜜䜀䚸䛭䜜䜢䜟䛯䛧䛾೉䜚䛻䛧䛶䛚䛔䛶䜋䛧䛔䚹䜸䝛䝅䝰䛿䝢䝺䝰䞁䛻୙㒔ྜ䛺䛣䛸䜢䛧䛯䛾䛛䜒䛧䜜䛺䛔䚹౛䛘䜀✼┐䚹䛭䛾ᦆᐖ䛜䛒䜛䛺䜙䚸䝟䜴䝻䛜ᘚൾ䛩䜛䛸䛔䛖䚹༴ᐖ䜢୚䛘䛶䛔䛯䛺䜙䚸᏶඲䛺ゎỴ䛾䛯䜑䛻䛿䚸≛≅䛜䛸䜒䛺䛖䚹䝟䜴䝻䛾䛣䛾⾜Ⅽ䛿䚸௨ୗ䛾䜘䛖䛻䜲䜶䝇䞉䜻䝸䝇䝖䛜䛥䜜䛯䛣䛸䛷䛒䜛䚹➨Ϩ䝶䝝䝛䛾ᡭ⣬2:1䜟䛯䛧䛾Ꮚ䛯䛱䜘䚹䛣䜜䜙䛾䛣䛸䜢᭩䛝䛚䛟䜛䛾䛿䚸䛒䛺䛯䛜䛯䛜⨥䜢≢䛥䛺䛔䜘䛖䛻䛺䜛䛯䜑䛷䛒䜛䚹䜒䛧䚸⨥䜢≢䛩⪅䛜䛒䜜䜀䚸∗䛾䜏䜒䛸䛻䛿䚸䜟䛯䛧䛯䛱䛾䛯䜑䛻ຓ䛡୺䚸䛩䛺䜟䛱䚸⩏䛺䜛䜲䜶䝇䞉䜻䝸䝇䝖䛜䛚䜙䜜䜛䚹 2:2ᙼ䛿䚸䜟䛯䛧䛯䛱䛾⨥䛾䛯䜑䛾䚸䛒䛜䛺䛔䛾౪䛘≀䛷䛒䜛䚹䛯䛰䚸䜟䛯䛧䛯䛱䛾⨥䛾䛯䜑䜀䛛䜚䛷䛿䛺䛟䚸඲ୡ⏺䛾⨥䛾䛯䜑䛷䛒䜛䚹
　スライド46におけるパウロの説得はとても巧みが
あります。
スライド46䠍䠖䠍䠕 ᦆᐖ㈺ൾ䛾ᡭ⥆䛝䛸䝟䜴䝻䛾ఏ㐨䛾⤖ᯝ
1:19䛣䛾䝟䜴䝻䛜ᡭ䛪䛛䜙䛧䜛䛩䚸䜟䛯䛧䛜䛭䜜䜢㏉῭䛩䜛䚹䛣䛾㝿䚸䛒䛺䛯䛜䚸䛒䛺䛯⮬㌟䜢䜟䛯䛧䛻㈇䛖䛶䛔䜛䛣䛸䛻䛴䛔䛶䛿䚸ఱ䜒ゝ䛖䜎䛔䚹䝟䜴䝻䛿䛣䛾ᡭ⣬䛷䚸ᦆᐖ㈺ൾ䛾ᡭ⥆䛝䜢䛧䜘䛖䛸䛧䛶䛔䜛䚹⮬➹䛷᭩䛔䛶䛔䜛䚸䛸䛾䛣䛸䚹ྠ᫬䛻䚸䝟䜴䝻䛿䚸䝢䝺䝰䞁䛜௒䛾䜘䛖䛻䛺䜜䛯䛾䜒䚸⚾䛻䜘䜛䚸䛸ゝ䛖䚹䛴䜎䜚䚸䝢䝺䝰䞁䜒䝟䜴䝻䛻೉䜚䛜䛒䜛䛡䜜䛹䚸䛭䛾䛣䛸䛿䛣䛣䛷䛿ゐ䜜䛺䛔䛸䛥䜚䛢䛺䛟㏙䜉䛶䛔䜛䚹䛒䛺䛯䛜䚸䛒䛺䛯⮬㌟䜢䜟䛯䛧䛻㈇䛖䛶䛔䜛䛣䛸䠖䝢䝺䝰䞁䛿䝟䜴䝻䛻ᑟ䛛䜜䛶䚸ᨵ᐀䛧䛯䠄䜽䝸䝇䝏䝱䞁䛻䛺䛳䛯䠅䛣䛸䜢䛿䛳䛝䜚䛸䛔䜟䛪䚸ᬯ䛻ఏ䛘䛶䛔䜛䚹䛣䛾ᨵ᐀䛜䝟䜴䝻䛻䜘䛳䛶ಁ䛥䜜䛯䛣䛸䜢♧䛩⪷᭩⟠ᡤ䠖౑ᚐ䛾ാ䛝19❶1~10⠇
19:10䛭䜜䛜஧ᖺ㛫䜒⥆䛔䛯䛾䛷䚸䜰䝆䝲䛻ఫ䜣䛷䛔䜛⪅䛿䚸䝴䝎䝲ே䜒䜼䝸䝅䝲ே䜒ⓙ䚸୺䛾ゝ䜢⪺䛔䛯䚹
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新約聖書（ピレモンへの手紙）を読む
　スライド47では，他の聖徒たちがピレモンによっ
て元気づけられているように，私も元気づけてくだ
さい，と言っています。ピレモンがオネシモを受け
入れることは，パウロの心を力づけます。とても機
知に富んだ説得をパウロは展開しています。
スライド47䠍䠖䠎䠌 ᶵ▱䛻ᐩ䜣䛰ㄝᚓ
1:20඗ᘵ䜘䚹䜟䛯䛧䛿䛒䛺䛯䛛䜙䚸୺䛻䛒䛳䛶ఱ䛛┈䜢ᚓ䛯䛔䜒䛾䛷䛒䜛䚹䜟䛯䛧䛾ᚰ䜢䚸୺䛻䛒䛳䛶ຊ䛵䛡䛶䜒䜙䛔䛯䛔䚹௚䛾⪷ᚐ䛯䛱䛜䝢䝺䝰䞁䛻䜘䛳䛶ඖẼ䛵䛡䜙䜜䛶䛔䜛䚹䜸䝛䝅䝰䜢ཷ䛡ධ䜜䛶䛟䜜䛯䜙䚸䛭䜜䛻䜘䛳䛶䝟䜴䝻䜒ඖẼ䛻䛺䜜䜛䛸㏙䜉䛶䛔䜛䚹
　スライド48では，パウロがとりなしの祈りをして
くれるように願っています。
スライド48䠍䠖䠎䠍䠉䠎䠎 䜸䝛䝅䝰䛾ཷ䛡ධ䜜䛾㢪䛔䛾ᚋ䛷䚸ලయⓗ䛺㢪䛔
1:21䜟䛯䛧䛿䛒䛺䛯䛾ᚑ㡰䜢ሀ䛟ಙ䛨䛶䚸䛣䛾ᡭ⣬䜢᭩䛟䚹䛒䛺䛯䛿䚸☜䛛䛻䜟䛯䛧䛜ゝ䛖௨ୖ䛾䛣䛸䜢䛧䛶䛟䜜䜛䛰䜝䛖䚹
1:22䛴䛔䛷䛻䛚㢪䛔䛩䜛䛜䚸䜟䛯䛧䛾䛯䜑䛻ᐟ䜢⏝ព䛧䛶䛚䛔䛶䜋䛧䛔䚹䛒䛺䛯䛜䛯䛾♳䛻䜘䛳䛶䚸䛒䛺䛯䛜䛯䛾ᡤ䛻⾜䛛䛫䛶䜒䜙䛘䜛䜘䛖䛻ᮃ䜣䛷䛔䜛䛾䛰䛛䜙䚹䝟䜴䝻䛿௒䚸∼䛾୰䛻䛔䛶䜒䚸ฟ䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䛸☜ಙ䛧䛶䛔䛯䜘䛖䛷䛒䜛䚹䛷䜒䛂䛒䛺䛯᪉䛾♳䜚䛻䜘䛳䛶䛃䛸䚸䝢䝺䝰䞁䛻䜒䛸䜚䛺䛧䛾♳䜚䜢䛧䛶䛟䜜䜛䜘䛖䛻㢪䛳䛶䛔䜛䚹♳䜚䛜䛸䛶䜒㔜せ䛷䛒䜛䛣䛸䜢䝟䜴䝻䛿▱䛳䛶䛔䜛䛛䜙䛷䛒䜛䚹
　スライド49では，挨拶の言葉が書かれていますが，
この挨拶の内容から，パウロがとりなしの祈りを間
接的に求めていることが読み取れます。
スライド49䠍䠖䠎䠏 㛫᥋ⓗ䛻䛸䜚䛺䛧䛾♳䜚䜢㢪䛖㻝㻦㻞㻟䜻䝸䝇䝖䞉䜲䜶䝇䛻䛒䛳䛶䚸䜟䛯䛧䛸ඹ䛻ᤕ䜟䜜䛾㌟䛻䛺䛳䛶䛔䜛䜶䝟䝣䝷䝇䛛䜙䚸䛒䛺䛯䛻䜘䜝䛧䛟䚹䜶䝟䝣䝷䝇䛿䚸䝁䝻䝃䜲䛻䛚䛔䛶䚸∾఍ⓗ䛺ാ䛝䜢䛧䛶䛔䛯ே䚹ᙼ䜒䜎䛯䚸䝟䜴䝻䛸ྠ䛨䜘䛖䛻䚸䜻䝸䝇䝖䛾䛒䛛䛧䛾䜖䛘䛻ᤕ䜙䛘䜙䜜䚸ᅃே䛻䛺䛳䛶䛔䜛䚹䛣䛾䛣䛸䛜䛣䛾ᡭ⣬䛻᭩䛛䜜䛶䛔䜛䛛䜙䚸ᡭ⣬䛾ཷྲྀே䝢䝺䝰䞁䛿䚸䜶䝟䝣䝷䝇䛾䛯䜑䛻䜒䛸䜚䛺䛧䛾♳䜚䜢䛩䜛䛷䛒䜝䛖䛣䛸䛜ᮇᚅ䛥䜜䜛䚹
　スライド50でも，挨拶の言葉から，パウロの同労
者たちのために，間接的にとりなしの祈りを求めて
いることが読み取れます。この文章は手紙における
形式的な挨拶ではないことを知りましょう。
スライド50䠍䠖䠎䠐 䝟䜴䝻䛾ྠປ⪅䛯䛱㻝㻦㻞㻠䜟䛯䛧䛾ྠປ⪅䛯䛱䚸䝬䝹䝁䚸䜰䝸䝇䝍䝹䝁䚸䝕䝬䝇䚸䝹䜹䛛䜙䜒䚸䜘䜝䛧䛟䚹䝬䝹䝁䛸䛿䚸䝬䝹䝁䛾⚟㡢᭩䜢᭩䛔䛯ே䚹䛛䛴䛶䝟䜴䝻䛸ᑐ❧䛜䛒䛳䛯䛜䚸䝟䜴䝻䛿䝬䝹䝁䜢㉧䛧䚸ྠປ⪅䛻䛺䛳䛯䚹䜰䝸䝇䝍䝹䝁䛿䝟䜴䝻䛸ⱞ䛧䜏䜢ඹ䛻䛧䛯ே䚹䝕䝬䝇䛿䚸ྠປ⪅䛷䛒䛳䛯䛜䚸䛣䛾ୡ䜢ឡ䛧䛶䚸䝟䜴䝻䛛䜙ཤ䛳䛯䚹䝹䜹䛸䛿䚸䝹䜹䛻䜘䜛⚟㡢᭩䛸౑ᚐ䛾ാ䛝䜢᭩䛔䛯་⪅䚹䛣䛣䛻ᙼ䜙䛾ྡ๓䛜ิグ䛥䜜䛶䛔䜛䛾䛿䚸㛫᥋ⓗ䛻ᙼ䜙䛾䛯䜑䛻ᇳ䜚ᡂ䛧䛾♳䜚䜢㢗䜣䛷䛔䜛䛸ㄞ䜏ྲྀ䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䚹
　スライド51では，手紙の結びの部分の説明をして
います。イエス・キリストの恵みとは一体何でしょ
うか。恵みは数えきれないほど，人間に与えられて
います。その中で最大の恵みとは，イエス・キリス
トが人々の罪の贖いをするために，十字架の上で死
んでくださり，葬られて 3日後によみがえり，罪の
報酬である死の呪いを打ち砕いてくださったこと。
そして，すべての罪を悔い改め，イエス・キリスト
を救い主として受け入れる者には神の恵みで，永遠
の命が与えられるということです。
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スライド51䠍䠖䠎䠑 ே䛿䜲䜶䝇䞉䜻䝸䝇䝖䛾ᜨ䜏䛷⏕䛝䜛㻝㻦㻞㻡୺䜲䜶䝇䞉䜻䝸䝇䝖䛾ᜨ䜏䛜䚸䛒䛺䛯䛜䛯䛾㟋䛸ඹ䛻䛒䜛䜘䛖䛻䚹䝟䜴䝻䛾䛔䛴䜒䛾⤖䜃䛾ゝⴥ䚹䛂୺䜲䜶䝇䞉䜻䝸䝇䝖䛾ᜨ䜏䛃䛜⚾䛯䛱䛾䛩䜉䛶䜢ື䛛䛧䛶䛟䜜䜎䛩䚹䛴䜎䜚䚸ே䛜ᆅୖ䛷⏕䛝䛶⾜䛟䛣䛸䛜䛷䛝䜛䛾䛿䚸୺䜲䜶䝇䞉䜻䝸䝇䝖䛾ᜨ䜏䛻䜘䜛䛸䛔䛖䛣䛸䚹
　スライド52では，のちのオネシモがどうなったか
の話を告げています。ただし，これらの説はあくま
でもある種の説であり，100％事実かどうかは分か
りませんから，あくまでも参考程度のお話です。
スライド52䛣䛾ᡭ⣬䛜䝢䝺䝰䞁䛻ᡭΏ䛥䜜䛶䛛䜙䚸䛹䛖䛺䛳䛯䛛䠛䠄᥎ᐃ䠅
• ⪷᭩䛻䛿ᖐ⤖䛜᭩䛛䜜䛶䛔䛺䛔䚹䛧䛛䛧䛺䛜䜙䚸䛒䜛ఏᢎ䛻䜘䜛䛸䚸䝢䝺䝰䞁䛿䜸䝛䝅䝰䜢ཷ䛡ධ䜜䚸䝟䜴䝻䛾ᬯ♧䜢ᝅ䜚䚸ያ㞔䜢⮬⏤䛻䛧䛯䛸䛔䛖䚹
• 䝢䝺䝰䞁䛾ᚰ䛾䛖䛱䛺䜛䜻䝸䝇䝖䛜䚸䝢䝺䝰䞁䛻䜸䝛䝅䝰䜢୍ே䛾䜻䝸䝇䝖⪅඗ᘵ䛸ㄆ䜑䛥䛫䚸ᙼ䜢ᨺච䛥䛫䛯䛸䛔䛖ㄝ䚹䛣䛾ᡭ⣬䛾┠ⓗ䛿㐩ᡂ䛥䜜䛯䛾䝰䞁䛿䜸䝛䝅䝰䜢䜻䝸䝇䝖䛻䛒䜛඗ᘵ䛸䛧䛶ཷ䛡ධ䜜䚸䜸䝛䝅䝰䛿ᛅᐇ䛺൅䛻෌䜃䛺䜚䚸᩿⤯䛿⒵䛥䜜䛯䛸ಙ䛨䛯䛔
• 䛣䛾50ᖺవ䜚ᚋ䛾䛒䜛ᡭ⣬䛻䜶䝨䝋䛾┘╩䜸䝛䝅䝰䛸䛔䛖ྡ䛜ฟ䛶䛟䜛䚹䜒䛧䚸ᙼ䛜䛣䛾ᡭ⣬䛸ྠ୍ே≀䛛䛹䛖䛛䛿୙᫂䚹
• 䜸䝛䝅䝰䛜ᚋ䛻䚸䝧䝺䝲䛾ᩍ఍䛾┘╩䛻䛺䛳䛯䛸䛔䛖ఏᢎ䜒䛒䜛䚹ཧ⪃䠖Halley, Henry H. HALLEY’S BIBLE HANDBOOK
　スライド53 5はマルティン・ルターの見解につい
てです。聖書の文脈はたとえで書かれていると認識
できる箇所があります。
スライド53䛣䛾ᡭ⣬䛿ఱ䜢䛯䛸䛘䛶䛔䜛䛛䠛
᐀ᩍᨵ㠉⪅䝬䝹䝔䜱䞁䞉䝹䝍䞊䛿䚸䝟䜴䝻䛿䛣䛾ᡭ⣬䛷䜸䝛䝅䝰䛻ᑐ䛧䛶䜻䝸䝇䝖䛾ᙺ๭䜢₇䛨䛶䛔䜛䛸ゝ䛔䜎䛧䛯䚹䜸䝛䝅䝰䛿䝢䝺䝰䞁䛛䜙䛾ᛣ䜚
　スライド54で，何がどのように例えられているか
を表にしてあります。パウロはイエス・キリストの
ような役割を果たしています。ピレモンは父なる神
のような立場です。罪人に対する裁きと怒りがあり
ます。しかし，イエス・キリストを通しての救い，
とりなしゆえに，かつてはピレモンの怒りの対象
だったオネシモは，ピレモン（父なる神の立場）と
は今や，和解している状態です。つまり，人類と父
なる神は敵対関係でありましたが，イエス・キリス
トの十字架の業ゆえに，人類は父なる神と和解する
ことができることをピレモンへの手紙は例えていま
す。聖書にはこうした例えとして解釈できる箇所が
いくつかあります。
スライド54䝢䝺䝰䞁䜈䛾ᡭ⣬䛿ఱ䜢䛯䛸䛘䛶䛔䜛䛛䠛⪷᭩䛻Ⓩሙ䛩䜛᪉䚻 ᡭ⣬䛾Ⓩሙே≀ ᙺ๭䜲䜶䝇䞉䜻䝸䝇䝖 䝟䜴䝻 ᩆ䛔䚸䛸䜚䛺䛧䚸∗䛺䜛⚄䛻ᑟ䛟∗䛺䜛⚄ 䝢䝺䝰䞁 ⨥ே䛻ᑐ䛩䜛⿢䛝䛸ᛣ䜚ே㢮䠄⨥ே䠅 䛛䛴䛶䛾䜸䝛䝅䝰 ㏨ஸ䛚䛭䜙䛟✼┐䜽䝸䝇䝏䝱䞁 䛭䛾ᚋ䛾䜸䝛䝅䝰 ᙺ❧䛴൅
　それでは，ピレモンへの手紙から，どんな教訓が
学べるか，考察してみましょう。
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スライド 55䝢䝺䝰䞁䜈䛾ᡭ⣬䛾ෆᐜ䜢᪥䚻䛾⏕ά䛻㐺⏝䛩䜛
　スライド56では，ピレモンへの手紙の内容から，
キリストによる救いは赦すことであることが読み取
れます。平和な状態が始まるためには，イエス・キ
リストによる救いによって，父なる神と人の関係が
修復されることから始まります。ピレモンとオネシ
モの間の人間関係の修復も，彼らがキリストを主と
した兄弟関係にあることから始まっていると言って
も過言ではありません。
スライド56䜻䝸䝇䝖䛻䜘䜛ᩆ䛔䛸䛿㉧䛩䛣䛸
• 䜻䝸䝇䝖䛻䜘䜛ᩆ䛔䛻䜘䛳䛶䚸ຍᐖ⪅䛸⿕ᐖ⪅䚸ᜠ▱䜙䛪䛸⿬ษ䜙䜜䛯ே䜢䚸┿䛾࿴ゎ䛻ᑟ䛟䚹ᖹ࿴䛿䚸㉧䛧䛜䛯䛔ே䜢㉧䛩䛣䛸䛛䜙㉳䛣䜛䚹
　スライド57では，人の価値とは何であるかが論じ
られています。キリスト者は，主イエス・キリスト
の御前では，兄弟姉妹，つまり神の家族であります。
彼らの間では利害関係のつながりではなく，家族と
してのつながりがあります。
スライド57ே䛾౯್䜢ఱ䛷 䜛䛛䠛
• ያ㞔䛿୺ே䛻䛸䛳䛶ᙺ䛻❧䛯䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔
• ୺ே䛻ᐖ䜢䛺䛩ያ㞔䛿ᚲせ䛸䛥䜜䛺䛔䚹
• ᙺ䛻❧䛴䛸䛛䚸❧䛯䛺䛔䛸䛛䚸౑䛘䜛䛸䛛౑䛘䛺䛔䛸䛔䛳䛯ᇶ‽䛷ุ᩿䛧䛜䛱
• 䛧䛛䛧䚸ᐙ᪘䛾1ဨ䛷䛒䜛䛸䛔䛖䛣䛸䛿䜜䜀䚸䛭䛾䜘䛖䛺ᇶ‽䛿㐺⏝䛷䛝䛺䛔䚹
• 䝟䜴䝻䛿䜸䝛䝅䝰䜢ཷ䛡ධ䜜䛶䜋䛧䛔䛸㢗䜣䛰䛜䚸ያ㞔䛸䛧䛶䜅䛥䜟䛧䛔䛛䜙ཷ䛡ධ䜜䛶䜋䛧䛔䛸㢗䜣䛰䛾䛷䛿䛺䛔䚹䜽䝸䝇䝏䝱䞁䛾඗ᘵ䛸䛧䛶ཷ䛡ධ䜜䛶䜋䛧䛔䚹
• ඲䛶䛾䜽䝸䝇䝏䝱䞁䛿⚄䛾ඖ䛷䚸඗ᘵጜጒ䛷䛒䜚䚸⚄䛾ᐙ᪘䛷䛒䜛䚹
• ᐙ᪘䛷䛒䜛㝈䜚䚸䛭䛾䛴䛺䛜䜚䛿ᾘ䛘䜛䛣䛸䛜䛺䛔䚹
　スライド58では，人間関係はどのようにあるべき
かの考察です。
スライド58ே㛫㛵ಀ䛻䛚䛔䛶
• 㞠⏝⪅䜒䚸ᨻ἞ᐙ䜒䚸௻ᴗᙺဨ䜒䚸ぶ䜒䚸䜽䝸䝇䝏䝱䞁䛾⫋ဨ䚸ྠ൉䚸䛭䛧䛶ᐙ᪘䛻䜻䝸䝇䝖䛾య䛾୍㒊䛸䛧䛶㛵䜟䜛䛸䛔䛖⪷᭩䛾ᩍ䛘䛛䜙⩦䛖஦䛜䛷䛝䜛䚹
• 䜽䝸䝇䝏䝱䞁㐩䛿౑⏝ே㐩䜢⮬ศ䛾┠ᶆ䜢㐩ᡂ䛩䜛䛯䜑䛾㐨ල䛸ぢ䛺䛧䛯䜚䛫䛪䚸ᜨ䜏䜢䜒䛳䛶㛵䜟䜛䜉䛝䜻䝸䝇䝖䛻䛒䜛඗ᘵጜጒ䛸䛧䛶ぢ䛺䛩ᚲせ䛜䛒䜛䚹
• 䛥䜙䛻䚸䜽䝸䝇䝏䝱䞁䝸䞊䝎䞊㐩䛿ᙼ䜙䛾ୗ䛷ാ䛟୍ே୍ே䛜䜽䝸䝇䝏䝱䞁䛷䜒䛭䛖䛷䛺䛟䛶䜒䚸ᙼ䜙䛻ᑐ䛧䛶㈐௵䜢ᣢ䛳䛶䛔䛶䚸䜔䛜䛶⚄䛾๓䛻䛭䛾⾜ື䜢ㄝ᫂䛩䜛ᚲせ䛜䛒䜛஦䜢ぬ䛘䛶䛚䛟ᚲせ䜒䛒䜛䚹䝁䝻䝃䜲ே䜈䛾ᡭ⣬4:1୺ே䛯䜛⪅䜘䚸൅䜢ṇ䛧䛟බᖹ䛻ᢅ䛔䛺䛥䛔䚹䛒䛺䛯䛜䛯䛻䜒୺䛜ኳ䛻䛔䜎䛩䛣䛸䛜䚸䜟䛛䛳䛶䛔䜛䛾䛰䛛䜙䚹
　スライド59では，エペソ人への手紙による主従関
係の説明が示されます。人の行いは良きものであっ
ても，悪しきものであっても，最終的に神による審
判を受けます。
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スライド59䜶䝨䝋ே䜈䛾ᡭ⣬䛻䜘䜛୺ே䛸ያ㞔
• 6:5൅䛯䜛⪅䜘䚹䜻䝸䝇䝖䛻ᚑ䛖䜘䛖䛻䚸ᜍ䜜䛚䛾䛾䛝䛴䛴䚸┿ᚰ䜢䛣䜑䛶䚸⫗䛻䜘䜛୺ே䛻ᚑ䛔䛺䛥䛔䚹
• 6:6ே䛻䜈䛴䜙䛚䛖䛸䛧䛶┠ඛ䛰䛡䛾໅䜑䜢䛩䜛䛾䛷䛺䛟䚸䜻䝸䝇䝖䛾൅䛸䛧䛶ᚰ䛛䜙⚄䛾ᚚ᪨䜢⾜䛔䚸
• 6:7ே䛻䛷䛿䛺䛟୺䛻௙䛘䜛䜘䛖䛻䚸ᛌ䛟௙䛘䛺䛥䛔䚹
6:8䛒䛺䛯䛜䛯䛜▱䛳䛶䛔䜛䛸䛚䜚䚸䛰䜜䛷䜒Ⰻ䛔䛣䛸䜢⾜䛘䜀䚸൅䛷䛒䜜䚸⮬⏤ே䛷䛒䜜䚸䛭䜜䛻┦ᙜ䛩䜛ሗ䛔䜢䚸䛭䜜䛮䜜୺䛛䜙ཷ䛡䜛䛷䛒䜝䛖䚹
• 6:9୺ே䛯䜛⪅䜘䚹൅䛯䛱䛻ᑐ䛧䛶䚸ྠᵝ䛻䛧䛺䛥䛔䚹䛚䛹䛩䛣䛸䜢䚸䛧䛶䛿䛺䜙䛺䛔䚹䛒䛺䛯䛜䛯䛜▱䛳䛶䛔䜛䛸䛚䜚䚸ᙼ䜙䛸䛒䛺䛯䛜䛯䛸䛾୺䛿ኳ䛻䛔䜎䛩䛾䛷䛒䜚䚸䛛䛴ே䜢䛛䛯䜘䜚ぢ䜛䛣䛸䜢䛺䛥䜙䛺䛔䛾䛷䛒䜛䚹
　スライド60では，ストウ夫人は，ピレモンの手紙
を読んだことが，『アンクル・トムの小屋』を書くきっ
かけになったのではないかということを示していま
す6。
スライド60䜰䞁䜽䝹䞉䝖䝮䛾ᑠᒇ 䝝䝸䜶䝑䝖䞉䝡䞊䝏䝱䞊䞉䝇䝖䜴
　スライド61では，『アンクル・トムの小屋』の本
の裏表紙において，南北戦争を引き起こしたのはこ
の本であることを示唆していることを示していま
す。
スライド61
hps://openlibrary.org/works/OL152228W/Uncle_Tom's_Cabin
䜰䞁䜽䝹䝖䝮䛾ᑠᒇ䛾⿬⾲⣬䛾グ㏙䛣䛾ᛀ䜜䜛䛣䛸䛾䛷䛝䛺䛔ᑠㄝ䛿䝖䝮䛾≀ㄒ䜢࿌䛢䛶䛔䜛䚹䝖䝮䛿୺ே䜢ᅔᝨ䛥䛫䜛䛚䛭䜜䛜䛒䜛䛾䛷䚸ያ㞔䛾ቃ㐝䛛䜙㏨䛢䛺䛔䛣䛸䜢㑅ᢥ䛧䛯ᩗ⹥䛺䜽䝸䝇䝏䝱䞁䛾ያ㞔䛷䛒䜛䚹䛧䛛䛧䛺䛜䜙䚸ᙼ䛿䛩䛠䛻ያ㞔ၟே䛻኎䜙䜜䛶䚸䝭䝅䝅䝑䝢䞊䛻㏦䜚㎸䜎䜜䜛䚹䛭䛧䛶䚸䛭䛣䛷ᙼ䛿ṧ⹢䛺ᢅ䛔䛻⪏䛘䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔䚹䛣䜜䛿䚸ᛅㄔ䛸㧗₩䛺⾜ື䛾௦౯䛸ያ㞔ไᗘ䛾ᴟᗘ䛾⹢ᚅ䛾ຊᙉ䛔≀ㄒ䛷䛒䜛䚹᭱ึ䛻ฟ∧䛥䜜䛯᫬䚸໭㒊䛾཯ያ㞔ไឤ᝟䜢⤖᮰䛥䛫䜛䛾䛻ᙺ❧䛳䛯䚹䛭䛧䛶䚸୍䛴䛾ᅜ䜢༡໭ᡓத䜎䛷ື䛛䛩䛣䛸䜢ಁ䛧䛯᭩⡠䛸䛧䛶⌧௦䛷䜒ṧ䛳䛶䛔䜛䚹䜰䝤䝷䝝䝮䞉䝸䞁䜹䞊䞁䛜స⪅䛾䝇䝖䜴ኵே䛸఍ぢ䛧䛯㝿䚸䛂䛒䛺䛯䛾䜘䛖䛺ᑠ䛥䛺᪉䛜䚸䛣䛾኱䛝䛺ᡓத䜢ᘬ䛝㉳䛣䛧䛯䛾䛷䛩䛽䛃䛸䛔䛖ఏㄝ䛻ṧ䜛䜋䛹᭷ྡ䛺䝁䝯䞁䝖䛿䚸῝้䛻␲ၥど䛥䜜䛶䛝䛯䚹䛧䛛䛧䚸䛣䛾సရ䛿ᩘ䛘䛝䜜䛺䛔䜋䛹䛾᝟⇕䜔೫ぢ䜢⏕䜏ฟ䛧䛯䛣䛸䜢ྰᐃ䛷䛝䛺䛔䚹䜒䛧䛣䛾సရ䛜ே䚻䛾᝟⇕䜢㉳䛣䛥䛺䛛䛳䛯䛺䜙䚸⇞䛘ᕪ䛧䜢⇞䛘ୖ䛜䜙䛫䛯䚹ཧ⪃ᩥ⊩
Charles Edward Stowe and Lyman Beecher Stowe, Harriet Beecher Stowe:The
Story of Her Life. Boston: Houghton Miﬄin. 1911. pp. 202-3. 
　ピレモンの手紙は，ストウ夫人に影響を与え，そ
の著作『アンクル・トムの小屋』が誕生し，その本
が最終的にリンカーンに影響を与えたという説があ
りますが，真偽のほどは定かではありません。スラ
イド62に参考の文献名を紹介しておきます。
スライド62䝸䞁䜹䞊䞁䛾ያ㞔ゎᨺᐉゝ
• 䝸䞁䜹䞊䞁䛿䛄䜰䞁䜽䝹䞉䝖䝮䛾ᑠᒇ䛅䜢ㄞ䜏䚸䛭䜜䛜䛝䛳䛛䛡䛾୍䛴䛻䛺䛳䛶ያ㞔ゎᨺᐉゝ䜢䛧䛯䛸䛔䛖ㄝ䛜䛒䜛䛜䚸㆟ㄽ䛜䛒䜛䚹
• ౛䛘䜀䚸௨ୗ䛾グ஦䠖
Lincoln and The Key to Uncle Tom's Cabin
By Katherine Kane, Execuve Director, Harriet Beecher Stowe Center
As featured in Conneccut Explored, Winter 2012/2013 issue
　スライド63では，ピレモンへの手紙から読み取る
ことができる愛の働きを示しています。
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新約聖書（ピレモンへの手紙）を読む
スライド63
　スライド64は参考文献のリストです。
スライド64ཧ⪃ᩥ⊩
• Barth, M. and Blanke, H. The Leer to Philemon. Michigan: 
William B. Eerdmans Publishing Company. 2000.
• Carroll, B. H. Galaans, Romans, Philippians, Philemon. New 
York, Chicago etc. :Fleming H. Revell company. 1916.
• Elwell, Walter A. et al. Topical Analysis of the Bible Using the 
New Internaonal Version. Grand Rapids, Michigan: Baker 
Book House Company. 1991.
• Freedman, David Noel. et al. The Anchor Bible Diconary. 
Vol.6. New York: Doubleday. 1992.
• Halley, Henry H. HALLEY’S BIBLE HANDBOOK. Michigan: 
Zondervan. 2007.
• Strong, Augustus H., Popular Lectures on the Books of the 
New Testament. Philadelphia: The Griffith & Rowland Press. 
1914. 
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• ⪷᭩䛾Ꮫ䜃 hp://www.logos-ministries.org/new_b/phm.html 2017ᖺ01᭶18᪥䜰䜽䝉䝇
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1　かつて、SUDAchi 講座で、なぜ口語訳聖書を使っ
ているのかという質問がありました。『ピレモンへの
手紙』全体をここで引用しています。『口語　新約聖書』
（日本聖書協会発行）初版（1954年版）は、日本の著
作権保護期間（50年）満了しておりますから、著作権
の問題なく引用できるということが口語訳聖書をここ
で使用した理由です。
2　ここで扱う奴隷とは、アダムの子孫である人は例外
なく、罪の故に罪の奴隷状態である（ヨハネ 8：34，ロー
マ 6：16，17，6：20）事に言及するのではなく、聖
書に記述された奴隷です。
3　『彼と共に送る』　彼とはテキコのことです。
4　http://www.logos-ministries.org/new_b/phm.html　
（2017年 9 月25日アクセス）
5　マルチン・ルターの画像は次のURL から引用して
います。画像はパブリックドメインに分類されていま
す。https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%
83%AB%E3%83%86%E3%82%A3%E3%83%B3%E3%
83%BB%E3%83%AB%E3%82%BF%E3%83%BC#/
media/File:Lucas_Cranach_（I）_workshop_-_
Martin_Luther_（Uffizi）.jpg　（2017年 9 月17日アクセ
ス）
6　画像は次の URL から引用しました。https://
openlibrary.org/books/OL24832969M/Uncle_Tom's_
cabin（2017年 9 月24日アクセス）
